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本市北部の洪積期に生成した忍ケ岡丘陵のrlliftMlには、著名な古墳時代IIIi期の

忍|品]古墳が所在し、またこの地は大阪豆の陣の折、徳川秀忠が本陣を置き戦斗

指揮をとった所でもある。忍ケ岡丘陵の北を流れる讃良川In半、新池付近には、

旧石器、縄文・古墳の各時代の遺物の出土があり、白鳳H寺代創建にか、る議良

寺の跡もこの地に所在している O国鉄片町線複線化に伴う発掘調査、並びに府道

枚方・富田林・泉佐野線のバイパス工事、その他宅地造成に伴う緊急剖査によっ

て、国鉄忍ケ丘駅周辺は、旧石器、縄文・古墳H与代より巾・近世に至る多くの

遺物遺構が発見され、往H寺のこの地方の文化解明に数多くの資料を提供してき

たO

このたび昭和57年度の国庫補助事業により実施した忍ケ丘駅前遺跡緊急発掘

調査の概要報告をまとめる運びとなったが、調査地からは中世(案sJJ時代)を

1:11心とする井戸の遺構が12ケ所発見され、その内の 1遺哨は石組の側壁をのこ

しており、この地で最後まで井戸の活用が行われたものと考えられる。

この場所は忍ケ同丘陵が*から同へのびる 11'1央鞍却に位置し京高野街道が調査

地の阿{!!I]を通っており、この地が街道交通の重要な位置であったものと考える

ことができるであろう。

今[口!の調査に当っては、本市教委の投(:ffi野島稔がこれを担当し、大阪府教委

ならびに山口博、瀬川芳WJ両先生の指導を得ると共に附嶋利治氏をはじめ各位

のご協力をいただき無事調会:を完了することができたものである。ご協力をい

ただいた各位に深甚なる謝意を表する次第である。

四篠畷市教育委員会

教育長楼井敬夫



仁ゴ

J
H
H
H
J
 

E
ア，
A
1
l
E
 

1 .本書は、1711候11阪市教育委員会が、昭和57年度国庫補助金事業(総額2，000，000

の交付を受けて1H)~実施した問候U1j;r [i円、補助率 国庫50%、府費25%)

岡山所在忍ケ丘駅前遺跡の発掘調査事業の概要報告書である。

2.調査は、日目和57年6月1H (二者子し昭和58年3月31Hまで調査及び整周作

業を行なった。

除を1ft当者とし、3 発掘調査は、問侠11阪市教育委員会社会教育課技(:ifi.野島

補助t-lとして、堂元栄 .Dliがあたった。

J出i

川本三 f'i-f- ・秋1111'~X:子・1:野手[]::孜子があたった。

稔が行なったO4.本書の;fJt策は、野島

5.発掘調査の進行・報古書作成などについては、同志社大学・瀬川芳則、 JよJ

島県t江戸千軒IHJ遺跡tifl究所・松下正司、大阪府教育委員会・ tJfil，iL門也.11111' 

和弘、東大阪市教育委員会・下村u吉文、;良厚川市教育委員会・塩山則之、大東

降、|駁古文化研究保存会、枚方市文化財附究制査会・宇治田平[j高校・山口

生・三宅俊|後・桑原武志、前回 I1場、木下義秋、 N，i里子-1111子、竹本美穂、剖出牧子

の諸機関、諸氏から栂々のこ教示をうけた。明記して坪く感謝の意を表したい。

6.発掘調査の進行については、土地所有者同Ilr，¥lFIJH!氏には終始懇切なご協力

をうけることができた。〉く調査作業については、株式会社森長tl、株式会社中

111工務!日;の全而的な協力を1!?た。
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忍ヶ丘駅前遺跡発掘調査概要・E

I調査に至る経過

忍、ケ丘駅前遺跡は、国鉄片町線忍ケ丘駅を中心とする北は旧坪井踏切から雨は南山下踏

切に至るが~250m の範囲を周知の遺跡、としている O この遺跡のある忍ケ岡丘陵には、住宅・

スーパーマーケット・工場が密集する地域であり、今回の調査地は駐車場として長く使用

されており、かろうじて残されている状態である O

昭和45年、府道枚方・富出林・泉佐野線新設バイパスの一部工事中に奈良時代から鎌倉

時代頃の土器片を採集されたことによって忍ケ丘駅前遺跡と命名された。

昭和]51年に間保11区市教育委員会が枚方信用金庫忍ケ丘支屈建設予定地として忍ケ丘駅前

第l次発掘調査を実施した。その結果、表士下約50cmのT.P1毎抜24mから 11I日約4m、長さ

約13mの旧河川が検出した o I日河川内は 3層の土砂が堆積し室町時代初期の土師質llll.瓦

器椀・羽釜・練鉢.JB鉢・瀬戸焼わろし皿・ [Lj磁と滑石製石鍋・五l~石とともに草履状木製

品・ }Ni続叫!:・へラ:!}(木製品.ritドI

1511がllド1土した。

苛第iリ1次調査終了と|同司H時寺に第1次;調問査の北側にマンシヨン建設}子4定地を第2次調査としてi市!i i 

教育委員会が夫実'施したüm，司占i査面干私村積if立1Ti は卒不約〈旬~330口ぱfで

i土;壊7基.掘立柱建物跡.i海存制J状|伏犬遺構がそれそ、や、れ検J出l~ した O 石組:11'戸の規模は、内後約O.8m 、

深さ約2.1mで、ある O 出土遺物は土師質皿・瓦25椀・羽後・三J/l;P羽笠・林平rl!lill.とともに古墳

時代中期の無蓋高杯・土(:rfi器禁・縄文時代の石鍛も出土している。

同年に第3次調査を第 I次調査の南側隣接地に電機応建設予定地として調査を実施した。

その結果、溝状遺構・制立杭建物跡・石毛Il:i/:戸1基・素掘井戸 1基が検出した O 干i殺l井戸の

規模は内径約O.8m、深さ約1.8mである。IJ'，土遺物は井戸内から二]二(¥Ilin皿・瓦出陥・羽策-

j存状遺構内から砥石・硯が土器とともに出土している。

同年に国鉄片IHJ線複線化に伴う発掘調査を l二り線の全面にわたって第4次発掘調査区と

して実施し、この際に坪)/:踏切からfYi1 lJf、踏切の間の250mが鎌何時代末期から室IIIJr時代初

期]にかけての集落跡であったために遺跡範凶を拡大した。調査の結果、忍ケ丘駅舎内から

石組井戸 1基・よ細井戸2基.i待状逮捕・落ち込み状追わ'11.土峻等が検H'fした。 U'r二1:遺物

は第 l 次から ffi3 次にわたる調査と同.[1与期の土器がNf，土しており、 tl~ 2次調査AiIこ出土

していた占墳時代遺物について不明雌な出土で、あったが、第4次調査において古墳時代の

1 -



亡
、

Lャ LJm

第2次調査地区

3口

府
道
枚
方
・
富
田
林
・
泉
佐
野
線

-2-



要--

P 

有蓋高杯・杯身・杯蓋の須恵器とともに土師器禁・円筒埴輪が古墳時代包含層内から出土

している O 古墳時代の遺構・遺物についての問題点をまとめで少しふれることにしておき

たい O

昭和153年に第5次調査として片町線の下り線の全両調査を実施した結果、曲物井戸及び

石組井戸とともに古墳時代中則から後期にかけての須恵器査・横:Et:・ Eeil・形象地輪・円筒

~l'l輪がそれぞれ H"，土している。

昭和57年の忍ケ丘駅前整備に伴う調査を第6次調査として忍ケ丘駅前派出所北側にわい

て実施した結果、瀧状遺構及び落ち込み状遺構が検出し、遺構内から鎌倉時代の瓦器椀・

土師質皿・木製盤が出土した。

過去6同にわたる調査地は忍ケ向丘陵を横切る形で調査を実施したもので、今回の調査

地は第3次調査地の南側隣接地の駐車場に作A宅建設計画がなされ、過去の数多くの遺構・

遺物の関連を目的に試掘調査を実施した際、鎌倉時代から室町時代にわたる井戸が検出し、

国庫補助金事業として四11菜11阪市教育委員会が本格調査を実施したものである O

3 -



H 遺跡の位置と歴史的環境

忍ケ丘駅前遺跡は大阪府四篠田殺市岡山に所在する O 四候畷市は大阪府の東北部に位置し、

東部は山間部を経て奈良県に接しており、商は寝屋川市、南は大東市、北部は交野市に隣

接する東経l350 38〆北緯34044ノにある。地勢の東半分は生駒山系支派の山地となり、主と

して第3期層花|商岩によって形成された地質である O 北部王子坦地は、これら山地から流出

された砂活祭による沖干員層となっている O

四{傑畷市のほぼ中央部を南北に通じる東高野街道沿いには、中世の掘立住建物跡、井戸

等の遺構が存在し、又、東西に通じる清滝街道沿いには、中世の清滝・逢阪千軒と呼ばれ

た中世村落として栄えていた O このように陸路交通の要地として重要な位置を占めていた

ことは、原始・古代を通じて同機、文化的先進地域の様相を呈し、多くの遺跡の存在が知

られている O

当遺跡は生駒山系の西側斜面から派牛Aする洪積層の海抜約25mの丘陵地形を利用して立

地している O 東の生駒山系から流出する水は讃良)11・清滝川・権現川の 3~ïíf)11 によって寝

屋川を経て大阪湾に注いでいる O

今回の調査地は讃良川の左岸と消淀川の右岸のほぼ仁l'nnに位置する所から発見されてい

るO

生駒山系の西側斜面は、生駒山から飯盛山をへて交野へ、そして枚方台地へと続いてむ

り、北端は八幡丘陵から南は市野丘陵までの淀川左岸に広がる広大な丘陵・段丘がある。

この枚方台地は大きく北から船橋川・穂、谷)11.天野)11・寝屋川・讃良川・清滝川・権現川

の中ノj、;可川によって開かれたところである O

最近になって旧石器時代の遺跡発見例が数多く認められるようになった。枚方台地の旧

石器時代遺跡としては、国府tt.月のナイフ形石器・有舌尖頭器・石核・翼状剥片が出土した

枚方市楠葉東遺跡、現在関西外国語大学テニスコートになっている小倉東遺跡から J;]庇形

石器が出土し、交北城の山遺跡から国府!日ナイフ形石器、 LfJノ fl山遺跡、から小型舟底形石

器、足ケ丘両遺跡から国府型ナイフ形石器.);]低形石器、藤阪市遺跡から木葉状尖頭器、

藤阪日山遺跡から石核・剥片・医|府型ナイフ形石器・刃器、沖111三ツ池遺跡から国府型ナ

イフ形石器・磁器・槌石・剥片・石核、藤川土井山遺跡から木葉状尖頭器、!官塚山遺跡か

らスクレーパが出土している O 交野市においては、和ff 'l:I;-~n:遺跡、から握斧・国府型ナイフ形

石器・有舌尖頭器、寝屋川市においては、太秦遺跡でナイフ形石器、高出遺跡でナイフ形

石器、打上遺跡でナイフ形石器、最後にRLlll条11駁1'1j においては、.~良岡山遺跡で、大形機器.

国府型ナイフ形石器・目Ij器・彫~{f ・ Jij-庇形石器・チョッパー・細石器、忍ケ丘遺跡ですイ

フ形石器、忍i凌遺跡からナイフJl匁i器、市山下遺跡から有舌尖頭器、岡山市遺跡、から木葉

-4 



r← 

第2図 忍ケ丘駅前遺跡周辺地形遺跡分布図

1 .打!-:遺跡 8.国守遺跡 16.岡山市遺跡

2.小路遺跡 9.坪井遺跡 17.匹l候IlIjfi小学校内遺跡

3 
讃良川遺跡・讃良寺跡 10.忍ケ丘駅前遺跡 18.正法寺跡

更良岡山古墳群 11.南山ド遺跡、 19. i青iiiii古墳群

4. 問候1I1;~m銅鐸 tf'l土地 12 奈良井遺跡 20.国中遺跡

5.北LJ遺跡 13. it1野遺跡 21.本間遺跡

6.忍ケ問古墳 14.慕の堂古墳 22.龍尼寺跡

7.奈良凹遺跡 15.南野遺跡 23.千畳敷遺跡

状尖頭器、 IIJI，反遺跡からナイフ形石器がそれぞれNII土している。枚方台地周辺において旧

石器が出土した遺跡は現在のところ20遺跡であり 111石器文化liJf究1:きわめて重要な位置を

しめている。

縄文H手代には米粒文・JlI]f~文を施した.jìrl.fr;~!文土器を特徴とする土器が出土する交野市神

'{:?;寺遺跡・匹l候l岐市間開遺跡・東大阪市神位遺跡が発掘調査で発見されている。又、枚方

- 5 



市穂谷遺跡・大東市寺川堂山においても早期の土器が出土して
いる O

前期には寝屋川市高宮遺跡において出土した縄文式土器は薄手
で前期の可能性が出てき

ている。

中期には渦巻文や半裁竹管文をもっ船元式土器を出土する四il菜11断行南山下遺跡
・砂遺跡、

交野市星回旭遺跡があり、後期・晩期にはほぼ完形の高杯形土
器・深鉢形土器・注口土器

・土偶・石器が数多く出土した吏良岡山遺跡・ i青滝古墳群にわいても石鍛・ i菜
鉢形土器が出

ヒする O

枚方市交北城の山遺跡において滋賀里式系の深鉢形土器を転用
した埋饗遺構が発見され

ている。

弥生時代については、四f削駁市田原遺跡において畿内第I様式新の査が出土した
。

又、国道170号線沿いの海抜約4mの四候畷市雁屋遺跡から畿内第I様式新
の警が最近出

土してわり、古代河内湾の時代で最北端であった大東市中垣内
遺跡より北約2.7kmの位置

に遺跡が発見され古代河内湾沿いの弥生文化研究上きわめて重
要なものである O

中期初頭の畿内第H機式の時期に出現する高地性集落の寝屋川市太秦遺跡
や第田様式~

第百機式に認められる直径11.5mの巨大な竪穴式住民跡をもっ回ノ口
山遺跡、交北lJ&の山

遺跡で第H様式から始まる方形周溝墓42基・竪穴式住居跡8棟・土墳・高
床式建物跡が検

出された場所は穂谷川水系沿いに立地している。

後期の第V様式になると枚方市・交野市・九三尾川市の淀川左岸地域にわい
ては数多く点

在する O 代表的なものとしては、小型~i方製鏡や分t[Ï1]形土製品が出土した!関塚山遺跡、六角

形の竪穴式住居跡が発見された山之l:天堂遺跡、鹿の絵の線刻
した土器が出土した藤田山

遺跡、住居と墓地を V字溝において分離した旦ケ丘凶遺跡、一棟の竪
穴式住居跡、から鉄鎖

を含む53個の鉄器片が出土した足ケ丘遺跡があげられる O

古墳時代について見ると、 H艮ドにi;ど川を見下ろす水運との関係を考えなけれ
ばならず、又

8面の制鋭をmjこした一万年寺山古墳、直径25mの111墳と考えられ画文帯環状手L神猷鋭l而・鉢i]

鍛6本・鍬形石製品2個他を!l日:したjJllfLtI LlJ [11"出、粘土榔内から硯王製勾
T・ガラス製小玉・

碧玉製管玉.鉄剣・刀子を出土した交野ih妙見山古JJ!t、全長約80mの前方後円
墳で後円部

に長さ約6.3m、幅約1mの竪穴式石室を今なお見ることのできる
忍|白l古墳がある O

交野市の森古墳群から前方後円墳と円墳を合む8基の前mJ古墳群が確認されており、f1H

下に巴形銅器.筒形銅器を出した交野1/1塚~111jt、中期l になると枚方市禁野 i車塚古墳、牧野

車塚古墳、四操服市基の堂古墳がある。後期!になると生駒山系
西経に数多く分布しており、

特に大東市堂山古墳群・阿保11153.r1iir'iiiI'¥古墳群・吏良|市j山古墳群・交里ffliヴ古墳群
・倉治古

墳群・枚方rlî~jl't;';古墳群・日縫塚・比丘尼塚・北河内最大の横穴式石室をもっ
寝屋川市ね

居古墳、終末期jには匝|史跡指定されている石ノ :ic:般市墳がよく知られている
。

-6-



「

古墳時代の集落跡の発見は、間保11仮I↑fが大半を占めている。四快眠市岡山市遺跡の大溝

内から切妻造りの家形~I'[輪に 5 個の12魚、木をつけたものや、円筒~~(輪・火菜~tHíお・動物M:

輪とともに木製ド駄も出土している O 中野遺跡においては5世紀後半の製塩土器や最古形

式の須恵器とともに勾王・臼玉・紡錘車・木製剣が多量の土器とともに出土している。隣

接地の奈良井遺跡、には実際に製塩作業を行った石敷製塩炉及び1辺約40mの方形周溝遺構

の祭ifrE場が検出し、周溝内から多量の土器とともに子出ね土器・人nヲ土製品・動物形 f~製品・
滑石製品がそれぞれ一括で、出土している。又!日-i幕内から小型の蒙古系馬が埋葬されてい

たO 古代から中世にかけての遺跡は各市において数多く知られている。
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回調査概要報告

今回の調査地点は、四候限市岡山東2丁目420-1で、忍ケ岡丘陵のほぼ中央部に位置.し、

調査対象地は旧水田地で、あった O

調査は、昭和57年11月I日に調査地中央部に|幅約2m、長さ約15mのトレンチを東西方

向に設定して遺構の保存状態及び基本的な層序の時認を行なった。

l乏画設定は、調査地外の南にある歩道敷コーナ鋲基準に方位によって南北ラインをBラ

インとして 5m区画で、西側から Aライン、 Bライン、 Cライン、 Dライン、 Eラインと*iri

軸を命名し、南北、横軸は北端から 5m毎に算用数字の01、02、03、04をあててほ両を設

定した O それ故 1区画は25m'の面積を有する。

A.層序

調査地の01ラインの基本層序は、 kから第I厄盛土)、第H層(旧耕土)、第困層(床

土)、第町南(樹色砂質土)、第V層 u炎筒色砂~!{土)となる O 各府は東から両へ、南から

北へと傾斜し、特に遺構のベース面(第日層直 uにおいては南西隅C-04ポイン卜と南
東隅のE-04ポイン卜で、約20cmの比高主;が認められた。

第u語感土
第H層旧耕土

第困層 床土。 11ぼ東j7eI水工fに床土が置かれている O

第百!封 J'f: さ約20~30cmで、全域に認められる。瓦器腕・土師Pt'J、皿・土筆・長li鉢・練鉢・

瓦・須恵器が出土しており、鎌倉H寺代末~室町時代の包合同である O

第VJ，百 l'よさ約1O~20cmで、全域に認められる。遺構のベース而を構成している。ベース而

は先ほどにも述べたように東から西へ、市から北へと傾斜しており、第 1次調査

の際i'6UL\した大i~~の j市路とほぼ同じ Iねから北であり、これは地形を利用したもの

で、ある O

この層内から瓦器椀・土f;i[jtT ノHllL ・ ~nMJ出・瓦Tt 土器がそれぞれ!'l'，j: している。

- 8 
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B.遺 +書

今回の3訴調'&j査で

このうち井戸lロ2. i溝A持主3.土七駿2.掘占:柱建物跡などの遺構が室Iflj"時代の生活面である黄出

色砂î~t土問から掘り込まれているが、井戸遺構についての切ぞれミ関係や出土遺物からみて

約対世紀の聞と考えている。

a 井戸 今次諒調j査区で

SE-O∞01は調査|医5<j昨雨宇持i西古剖部|日:にあるB-Oω3.1:地色[民又内に内f径壬7河5長5crαcmX8邸5crα叩mの円7形|杉ヲ干石{組をもつ子升井iド二F戸[でで、
あり、主'tfi，J色{沙問土でf手約2.3mX1.9mの掘方を険出した。わりあい大きな花iki岩(直注目

~30cm) の石積みで、花尚岩の裏ごめには ìllJl原石を使用している。又、石毛flの間には J{ Jit\\

を1点使用している。 1:面の高さ T.P24.50m、!氏の高さ T.P22. 70m、深さ1.8mである O

井戸の底には 9倒の花rk1岩を円形に配列させ、レベルを合わせた施設が認められている O

井戸内から瓦器椀・土nrnî~t小皿・須恵器査・円筒Ji{l輪片が出土した。

この井戸は調査中水が涌出しており、又他の井戸内から出土する瓦器椀とを比較険討し

た結果、瓦13椀の貼付け高台がほぼ消滅するl時期jであり、この村落の最後まで使用されて

いた井戸であろう O

S E -002は SE -001のすぐ:itB-02地区内に検出されたもので係2.2mX2.4mの円

形の掘方である o J:面の白iさT.P 24.40m、氏の I~lj さ T. P 22.90m、深さ1.5m、 H('H't 

土層は、第[層拡j色砂y![土、第IU料貸出色砂町土、第田明黄l灰色{沙問士、U'dVJ，百貨阪出色

砂ft土、第V府j如氏制色{沙質士、策目J，f，I(1灰色{沙問士、第VlIM青灰色{沙問士、第四肘f灰色

砂町1:、第医l討灰色あI17t土、第X府以色砂層である。

第I層内からm恵Ti練鉢・!:(liji 1'[小肌・瓦時椀・羽釜・ mVIlf;~: 内か~) iil~干1 . JiI'( i陥片がそれ

そ、、れ11'1+している O

S E -003はD-02地[5<)人jに後に述べる SE -007の.~tr~の切什いをもって検11'，した。

任2.0mX1.9mのfIJ形の掘方である。 f'，面のI士'j(さす.p24.40m、氏のr~ llJさT'P23.25m、

深さ1. 15m、取fr't 士 hif は、~~ 1 J\l付:10色{沙問士、 u'~II ";，，Î }J~色村11T 士、沼田!計百以色{沙t!tJ: 、

第百 J';~IJ民間色ホlittJ:、第VJ吋青色{沙肘、 Gf'1VI肘貸付J色{沙肘、日VTI，，;~Î 古 ùxr.め色 (iy ，，;~Î 、第四肘

;如氏色砂肘、 :pi医K4黄(1色砂層、 %1XJI刊行、i、l色粘土!日;である。

G!} 1 )日irλjから土(:fJi1'(小j旺・五号:十腕・玉C'lT二i二23がIfU:している。

SE-004はC-03Jilil涯とD-03.1:ililズにわたり険11'，されたものでf王1.4mX1.7mのl'J 11ヲの制

}Jである。 卜j耐のIfJjiさ、 T.P24.25m、kむの高さ、 T.P 23.40m、j京さ、 0.85mで、ある。

第I肝灰色料iFt土から土(:Iji1'(小皿・瓦・羽~.把予付鍋カ"r'!'d: している。

S E -005は、 Dー OU也区内に検1'1'1したff2.7mX2.6mの円形の拡Hl)Jである。 卜:IT!Iの[IlJ

-11-
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第4図 SE-OOl石組井戸平面及び断面実測図
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さT.P 24.50m、hS:の高さ T.P 23.20m、深さ1. 3m、1it柏土 /ftÎ は、~~ I. N~;ì J!t N0色砂町二1-:、

第 E 尉 yi'i:J1~制色 i沙質士、第困層淡件J色{沙ít土、第町肝})~制色砂F{土、第V層黒色粘土層、

第日府灰色半tj土層、第四層制色砂T[士、第四層武J1~色砂ft士、第匝 J;:ift~ 青色砂層、第 X層青

色砂利IF)i\: 、第Xl í~~: 青 ;:U色おIjíd[士、第活p由民青色砂TT土、第珊回青以色{沙t~t _"J: 、第四府 f~1制

色砂層、第xv層，lj'f三|色砂層、第 XVI層渋青11~色砂t!tJ: 、t!\X¥'ll府71f色{山村(小i即日り)、第XYW

t~ 1i~青色半IiiTI二1:、第x!x肝黄青灰色村官土で、ある。第 I 騨及び筑間層内から土自jfît~t小 1[[1. 瓦

器椀・ U:rti質土器. ~r!恵11土器がa'， i している。

S E -006はD-02地lえ内に検il"した任3.6mX 3.0m、この調査区で最大の掘方である。

1-.而の高さ T.P24.50m、底の高さ 23.0m、深さ1. 5m 、 ii(~積土層は第I!吾から第聞廓内に

J党乱を受けており、掘方、*側にむいてi持状遺構内に近世の!lif，fri十片がl，1t.¥rIJ!r二[:してむり、 iNFは

この11，¥'期のものかと考えられる O 撹乱1<:イは a.i炎i宅街色{，少ttJ:、h.古灰色紗、層、 C.以黒色

粘土Jf~{ì となっている o ~1 1 J百貨制色砂Fi土、第百府lit制色砂層、 Zfi匝!百青色砂層、沼町府

青!灰色砂Fi土、第 VJI回以~\色粘土「折、第 VII回青灰色砂層(ブロック状に第V隔が入る)第

四層戸f灰色粘土層、第咽!村山灰色粘土11ft(ブロック状に{，料品り)第IXJ百背灰色村ifT士、第

X JI;~: ['1 色砂層、~XlJr;HIc\I1~色村l土柄、第班}fi;JJi以色おIj1'[1:、第珊層Ikrl0色粘土併である 0

213困層内から羽釜・瓦器怖が出土している。

S E -007はD-02地[又p.;Jに検1'"した徒2.1mx2.3mの[LJffJの掘プjである。 1--面のr~ 'IIJ さ

T. P24.40m、民のi認さ T.P23.30m、深さ1.1m、f1Hft土)itiは第 I肝11t以褐色砂Tf土、第

H層制色砂質土、第田N1tj~lxNJ色砂fl.:J:、第四 Jr~~tjJr灰色砂t2[~1: 、~'1 V府青11~色砂附、第 \1)'i"ÎJ災

地色砂fT土、第四肘以色砂層、第刊1 /ri~:;~H色村i二l二層、 ~\IX肘以上IA色砂1"t土、第 X 尉灰色{沙21 二1:、

第XlJr吾賞制色粘 Ff士、第盟 J~:J1(Iてl色{沙肘、第盟[F?I(1色砂崩、第XlV層 T~"'J1~色砂Ft士、;t~xv 
肘灰色{，YR~: である O

S E -008はC-03地区と D-03地区にわたり検出した筏2.3mX2.2mの円形の掘方で

ある。 L面iのrE:JさT.P24.40m、氏の高さ23.70m、沫ーさ0.7m，iit積土層は、第 1Nl，:茂樹色

砂í~t士、第 IIJ弱音灰色砂質士、第困層H~色粘土層、第百層制色紗、t!( ~.:t:、第 V)I再出色砂府、

Gt1VU司淡制色砂層、第四肝茂樹色{沙ft士、第四!層青以色砂層、第医肝灰色砂層、第XJ，/)故

以前色砂Ti土、第 xl府 11~;日色砂Fi士、第盟1討貸付J色 {i少喋11干である。第 NFM: 内から瓦・王L35

椀・羽笠・円筒Vi輪片も1+'，←[:している。

S E -009はC-02地区内に検出した径2.1mX2.8mの[1]形の掘jjである L而のIfJiさ

T. P24.30m， 1氏のi公iさT.P23.30m、i3Rさ1.0mで、ある O

S E -010はE-03:tt!J.I>Z1人iに検出した任1.4mX 1.6mの円形の掘ブjである。l:面の!日さ

T. P24.60m、正己の高さT.P23.30m、j京さ1.3mである。

S E -011はC-03:tt!J.1豆内に検出した伐2.5mX2.2mの[1J Jfc;の掘方である o I:@のi白さ
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T. P 24.10mで、ある。

S E -012はC-01地区内に検出した箆2.4mの円形の掘方と推定される o J..面の高さ

T.P24.40m、iJ¥のi告さT.P23 .30m、深さ1.1m 堆積土層は、第I層黄褐色砂質士、第H層

灰黄褐色砂質士、第皿!習灰色砂質土、第百!者黒色粘土層、第V層青灰色砂層、第刊層淡褐

色砂層、第四屑黒色粘質土、第四層青灰色粘質士、第江層灰青色料iFi士、第X層黒色粘土

層、第XI層白色砂l封、第理府以色村土!??である。

b.溝 調査区全域で5条の溝を検出した。このうち主なものはSD -001、002， 003 

である O

S D -001はBラインに沿って検出した。 I隔1.4mX深さ 1mのU字;1犬を呈する。上部には

制色砂質土が、下部には1灰色砂質土が堆積している。なお瀧底のレベルは南から北に下っ

ていることから北向き流路である。 i鼻の南端はややカーブを描くことから西に折れるが、

北端については調査範囲外へのびていく。 上部からの出土遺物としては、土師質小皿・瓦

器椀・瓦・砥石・羽釜・下部から円筒JIF{輪・サヌカイト片・瓦器倒・土(im質小皿がそれぞ

れ1:1'，土する O

S D -002はB-03t也区内[こ杉t出した SE -001からがtくJ品であり、腕¥1.Om 、j菜さ 13cm 

のU字状を呈する o U耳内土佐積二t:層である褐色砂質土内から照寧元賢(l068~1077年北末)

の銭・土師質小皿・瓦器椀・瓦Tf土器・砥石が出土している。

S D -003はB-02地区内に検出した SE -002から北へ続く j持であり、幅0.5m、深さ

10cmのU字状を呈する。 ì持内 ff(~積土層である制色砂FI土内から土自lfí t't小皿・瓦質土器がllJ，

土している O

C. 土境 調査院全域で3}，1，:の土1肢を検出した。主なものはSIく 002である O

S K-002はE-02地以内に検出したもので、1.2mX1.3mの不整円形の土成で、深さ

20cmで、ある。二1:峻l人JJ也11J[f¥I:にむいて土(:r[i~~~~l~ 3 /;I，が埋められていた。この士主任はJI二戸及

び瀧・ Pit等の1I，]:JtHとは全く違う市主机Htのものである。

d.掘立柱建物跡 調査!まのiJli半面に集中して検出した柱穴 (Pit)は特に井戸の周辺に

多く認められ、これらのPitの大半は11"fiを覆う建物と考えられる O 調査区南側B-03、

C-03地医に検il'，した柱穴は掘立柱建物であり、又4ヶ所の Pit内に柱恨が残り、 10ゥ所

のPitには根石が霞かれた状態で発見した。

E
d
 



N 出土遺物

今[~iJの調査地区は集落の中心とする集合井戸を発掘している O 井戸内及びそれに付随す

るPit・溝内からの土器だけで遺跡の概要を報告することは困難であり、井戸を取り囲む

集落跡の昭和51年の第 1次から第3次の出土遺物をあわせてここに自l報許してむきたい。

1 "第7次調査地区出土遺物

第7次調査地iまからの出土遺物は土師質皿・瓦器椀・瓦質の羽釜・須恵質の棟鉢・磁石・

饗・円筒埴輪等が主としてSD -001・002・003・SK-002より出土している O

(1)土器類

土師質血

l庁出:h封Iドh土遺物の中で

[中ド皿は口f佳王l日1cmp休内人句l外で!氏{点長吉吊部[5の形が平底をもつものでで、雑な整形の為に歪つなものぱカか、りであ

るO 小皿は口任7cm内外のもので中皿!日l様維な整形の為に長ったものが多L、。胎土は柏良

である O

(2) 瓦出椀

いず、れも小形であること、高fTが退化する前段階のものから完全に退化しているものが

出土している。仁!縁端部は外反し、外面に約 1cmの|隔で、ナデ調整。市i台は剥落しているが

粘土を指先で塗りつけたもので高台としての機能を果たさないものである O 内面は雑なナ

デ調整の k に1l ~12条の 11庁文を施し器慣は非j;: にぎらついている O

(3) 瓦買の羽釜

鍔付のもので、11，')'以色を呈し瓦i"t..:1:誌の系統に人るものである O 外面全体にススの付近痕

が認められ、内面は刷毛による調整痕をよく残している。 I1縁端部は平面をもち、つばは

短く水平に付いている oIJr，'土は良質で焼h¥とは硬い。

(4) 須恵買の練鉢

小片ばかりである O 須;志賀で条j持のみられないものが主体でLJ縁部に自然平111がかぶるも

のもある O 片口の鉢で外反ぎみの端部でu縁ì~iI)が肥)24 する O 内・外而ともにナデ調整を b包

している O

(5) ji民主i

調査区から 3;i5，ll'，土している。石村は{沙杭の砂tfのrl'砥2点と粘板岩の1LI: {JL~ 1点である。

rt'砥の2点のうち1点は大形のもので両而とも砥石として使用されたものである O もう1点の

~I]jí氏は小形であるが四而ともほ石として使用している。又、 1J: UL~ は|刈 Iíri のみの使用。

(6) 斐

S K-002内から出土した裂は3点、 LJ縁部は「く」の千:)1手に外反して11紘端部にいたる O

胴古[5の張らない球II手のものと、 )JHJ}[5の長る球形のものの 2種類が111土している。 最大径は

ρ
h
u
 



ほぽ中位にある O 外面全体に刷毛目が残り、内面は指先による窪みや粘土紐の接合痕が残

るO 丸底で外面に乱方向の刷毛を施し、 1点は底部に他の l点は胴部に円孔がある。

2. 第 1 次調査地区出土遺物(第 6l$<J~第 9 凶)

第1次調査地区からの出土遺物は土師質の皿、小皿、瓦器椀、瓦質の羽釜、須恵質の鉢

章、陶磁器等の土器類、石鍋、砥石、石鍛等の石製品類、草履状木製品、曲物底板、球編

具、ヘラ、椀、下駄の歯等の木製品頬、種子等の自然遺物類があり、主に旧河川の下層よ

り出土している O

(1)土器類

土師質国

出土遺物の中で最も量的に多い土師質の皿は底部の形が3種類に分かれる。尖がり気味の

もの(1~ 4) 、平底のもの (5~13) 、波をうったもの(l4~25) の 3 種類である O しか

し、その境は“歪つである"という共通性のもとで漸次的なものであり、体部、口縁音I1の特

徴と考えあわせると、分類の基準とまではいかない。

この土師質皿は瓦器仰とのセットで中世の日常維器としてとらえられるが、 %1次の調査に

よって、明らかに燈明瓜として使用されたと忠われるものが1点出土している(7)。

多量の土師質皿のうち完形品もしくはほぼ完形品25点、のみを掲載する。

土師質小皿

口径8cmV、j外の小皿で、雑な整形の為に歪つなものばかりであるが、胎土は精良である。

完形品のみ11点を掲載する。

瓦器椀

4点のほぼ完形品と多量の小片を出土したが、い Fれも小型であること、高台が退化して

いること(中には高台の消滅したものもある。)、全体に雑な調整である事など同形態を示すので

ほぼ完形の4点についてのみ掲載する。

羽釜

鍔付のもの 2点、が出土した O 時灰色を呈し瓦質七器の系統に入るものである O いずれもス

スの付着痕が認められる。内面は刷毛による調整痕をよく残している O

陶磁器

国産の陶磁器類はほぼ全域から出一士しているが、特に!日~jjJJlIから多i誌にW.:i.している。

器種別にみると鉢、壷、おろし皿、椀の日常雑器類が主なものである O

鉢、査は須恵買であるのに比べおろし皿、椀は瀬戸焼である O

鉢は小片ばかりであるが、須恵質で、条溝のみられないものが主体となってわり、仁I縁部の

み自然柑がかかり、一点だけ片uがついている。

17 
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1mは淡緑色の柑が内面にかかり、底に絡子日状の条j持が刻まれたおろし皿である O 底部は

糸切り痕が残る O

中国系磁器

磁器類についで、国産と中国系のものを比較すれば、本遺跡においては後者の出土量は圧

倒的に少ない。

第 1次調査地区において白磁片が2点出土している。 (65・66)

(2)土製品類

土製円板

土器片を加工して円板状にしたもので用途はあきらかでないが、遊戯具と考えることもで

きる。直径 2.5cm、厚さ 0.8cmの小さいもので土師質土器片の周縁を打ち欠いて磨いたもの

(69)である O

(3)石製品類

旧河川から石鍋、砥石、石鍛なと"10点余り出土した O

石鍋

口縁部及び石鍋;次加工r'ii12点出土している O いずれも滑石製で色調は!灰色を帯びている O

(70) は11縁部直ドに鍔状の突帯を創出させており、 IJ縁部から鍔状突帯にかけて火気のた

め煤が付着している o (71)は滑石製の石鍋の鍔部閉辺を方形に面取りを行なっており、上

方中央には両面から穿孔した六がある O このような穿孔の石製品は、福山市E江戸千軒町遺跡、

福岡市多々良遺跡においても報告されている。

砥石

6 点、出土している O 石材は石~粗面射の 1lllîl~ で匹IITfJが使用されているもの (72) ，砂粒の

砂岩fで四国がf史用されている11:Hîl~のもの (73)，粘板岩のil:上砥 (74・75・76・77) などが

ある O

石鎖

中世:遺構I面で 1点だけ出土した。この石鍛に比定される土器は今のところ発見されておら

ない。しかしこの付近に今後発見されるロl能性はある O

(4) 木製品

旧河川を中心に草版状木製品や曲物!底板、時制共、漆~:ttJU、墨書木札、その他加工木製品

が多数出土した。

草履状木製晶

表与し寸反の木製品で左11M称の'1"被占112枚で、l個体となる O 形;1犬が1ilfla!に似ているので草履

状木製品と仮称されているが問途は不明である O 弧状外縁にrll心よりややず、れて 1cmX1.5

20 
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cmのコ字形切り込みを施し、 ‘方の短辺にノl、Jしを穿つ。他の出土例は広島県福山市草戸千軒

町遺跡、福岡県・倒i笠川南条坊遺跡、広島県尾道市街地下遺跡と極めて少ない。草戸千軒町遺

跡にあ、いては、破片を含めると 100点を越す出土を見、形状は 7タイプ、大きさは長さ23.0

~25. Ocm、巾 8.2cm~ 11. Ocmの大形品と、長さ17.4cm~ 19. 8cm、巾 7.5cm~ 8.6cmの小形品

の2種類が出土し、表裏面に藁状繊維が付着残存し、特に編んだかの様な経緯の繊維方向が

認められたものや、後端部にすりへった痕が認められるものがある。福岡県御笠川南条坊遺

跡では、形状は 2タイプ、大きさは長さ22.4cm~23. 5cm、巾 9.3cm~ 1O. Ocmの大形品と長さ

15. 0~17. 2cm、巾6.4cm~8. 9cmの小形品の 2種類が出土し、双孔聞にひもづれ状の痕跡の認

められるものがある O 当遺跡出土のものは形状は 1タイプ、大きさも 1種類で上記遺跡出土

の大形品とほぼ同じ数値を計り、草履としての使用を推定させる点は認められない。

曲物底板

6.5cmと小形のもので、片面と縁辺を丁寧に加工しており、柄杓の底板と考えられる O

(85)又、 (93)は柄杓の柄と考えられる。

玉

やや長円形を呈するものであり、両端を鋭いナイフで削られたもの (86)である O

蒲編具

木製錘として編具に使用されたもので、本遺跡から 2点出土している。丸木に統掛けの削

込みを入れたのみの簡単なもの (87) と全体を丁寧に削込みを入れたもの (88) が~~JI土した。

いずれも同型で渡辺誠氏の分類による AcまたはAd 'tfiに含まれるものである O

ヘラ状木製品

板をノミ状に削ったもの (89) と板を刃状に削ったもの (94)の2種がある。ノミ状に削

ったものは薄く削り出して£り、これに比ベメJ状のものは厚いながら刃古11を削り出している。

いず、れも工具と考えられる。

漆器椀

しっかりした平民を有する椀である(90)。全体的に均整がとれ、 IAJ而とも!J¥i奈塗りで残存

状態も良好な(妥JIllである。

下駄

連歯ド駄の歯部(91)， (伶92幻)のみ 2}，'点J;iんυ〔しtlL仁←二土一
呪符

「ifii1鬼急刻」と木札に墨書されており、怨霊を退散せしめるための呪符であろう。
鎌食時代以降このように呪符を民間信仰などに広くみられ、裏付け資料として意義深いもの

である。
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穴あき棒状木製品

長さ33.3cmの棒に0.1~0.2cmの穴が両面からあけられており、何らかのものをこの小穴に

さし込まれたと考えられるが現段階では明らかでない(95)0

(5) 金属製品類

銅製鋳造品、 1点出土した O

錦カブセ付木製品

直径約 1cmの木の一端に銅製鋳造品をはめこまれている O 用途は不明である(80)0

3. 第2次調査地区出土遺物(第10図)

第2次調査地区からの出土遺物は、土師質の服、小皿、瓦器椀、瓦質の羽釜、香炉、須恵

質の鉢、陶磁器等の中世の遺物と、土師器饗、須恵器高坪が出土している O この地区は遺物

包含層が後世にわいて削り取られている為に遺物は井戸、掘立柱建物跡、溝状遺構等から出

土したものである O

(1)土器類

土師質皿

出土遺物の中で実測可能な土師質のmを5点記載した。 底部の形が3種類に分かれる O 平
!丘のもの(96)、尖がり気味のもの(97)・(100)、i皮をうったもの (98)・(99)の3種類である O

口縁部は丸くとじ時計四りに 1回転ナデ調整を行う共通性がある O

瓦器椀

実測可能な瓦器椀3点掲載した。いず、れも小型で高台がハリ付けで消滅する寸前の終末期

の瓦器腕である(101)・(102)・(103)0全体に来日立制整である事など第l次調査地区出土の瓦器

怖と同形態を示すものである。

鉢

1号石組井戸から小片を合め 6点出土している O すべてが須恵闘で条溝がみられなく、口

径復原可能な 2点のみ掲載した。口縁部に白然柑がかかり、片口を呈する (109)・(110)。

土師器聾

J -4 PitNo42から土f¥fp器饗 l点だけ出土した。

Il縁古15及び胴古15 から 11~j~15 にかけての刷毛日調整が施されている (112)0

100m東方の岡山南遺跡出土の翠と同型である。

須恵器

5IlJl\ 出には井~~ rtも:川ィ~~'W と r ~ : ) j、ρJl;lluliがi立問I-.Juiの111に;18人しているものである(113)・(114)。
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4. 第3次調査地区出土遺物(第11図)

第3次調査地区からの出土遺物は、土師質の皿・小皿・瓦器椀・瓦質の羽釜・須恵質の鉢

等の土器類と硯・砥石等の石製品がある。

(1)土器類

土師質皿

出土遺物の中で土師質の皿が量的に少ない。皿の底部の形がj皮をうつもの(116)・(117)，平

底のもの(118)に分けることができる O 口縁部は丸くとじ時計I:iilりに 1回転ナデ調整を行な

う共通性がある O

土師質小皿

口在 8cm内外の小皿で、雑な整形の為に歪つなものばかりであるが、胎土は精良である完

形品および実測図可能な 9点を掲載する(119)~ (127)0 

瓦器椀

いずれも小形であり高台が退化していること(中には高台が消滅したものもある。)全体に

雑な調整である。

瓦器椀については、第 l 次~第 3 次調査地[又で'13点の実~J!取l を掲載する。

北河内における瓦器椀の出土は各遺跡から膨大な量の発見が知られているが、終末期の瓦

器椀については調査例が少なく資料が稀少で不明であった。しかし、第 1次調査地民!日fliJJl1、

第2次調査地lま・第3次調査地|互の各遺構内からの層住的に把握できる一括資料であり、北

河内の終末期の瓦器椀ji}f究に重要な資料で、ある O

鉢

須恵質の鉢1点、lI'r土して ;fJり条溝はみられなく、 11縁l'fll外1mに自然手111がかかっている。

羽議

鍔付のもの 3}~î，が(fj十;した O 時灰色を呈し瓦封土器の系統に入るものである。いず、れもス

スの付着痕が認められる。内面は刷毛による制強痕をよく残している。

(2) 石製品

硯

D -14から 1点出土している。粘板岩製の仏tと思われる O 陸部が -UII剥離しているが、全

体の形j犬をうかがうことができる O

砥石

第3次調査地lRから 3点出土している O 石材は{沙粒の砂岩の荒ほのもの(140) 、 111 (Jl~のもの

(141)、料i1'反行のf上I:{il~ (142)などがある。
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V まとめ

今[Ii] の調査で発見された遺構は、室町[1寺代の井戸12t;~ .品‘5本・掘立H建物跡と古墳時

代の土墳3基が確認され、各遺構内から[1キ代決定を行う土器・布製品が出土した O

とりわけ、今凶の調査で発見された12基の井戸が調査面積約400m'の中に1例を除き切

合いをもたずに検出されている O 忍ケ丘駅前遺跡のこれまでの6次にわたる調査では各調

査区で 1~2 基の井戸であるのに対し、今回の井戸が集 I!' して検出されたことは、この場

所が井戸設定にかかる良好な水涌き場所であったと考えられる。

S E -001の升2戸は石組の施設をもつものであり、井戸の水深が約50cm位までlfj:f I ~雨き

出ており、この12基の井戸内において最後まで使用されていたものである。

又、その他の井戸は全く水が涌き出ておらず検Il'tJl寺には素掘りの状態にあるが、SE-007・

SE -008・SE -009 . S E -012 の各井戸内から 1~2 個の花出岩の石が出土している O

このことは、従来井戸として使用していたH寺においては、石組の施設をもっ井戸であった

可能性がmており、井戸としての機能がはたせなくなった際に井戸施設であった石組を除
去し新らたに設定した井戸に使用したと考える O

すなわち、第 2次調査区の右組井戸、第 3次調査区のぞ1組JI"j'i，第4次調査r;;rの石組十曲

物井戸、第 5 次調査[又の 5 段fttの I出物ナ1'1;は調査当 11寺本が ~I日き 11'，てむり、最後まで使用さ

れていたものであり、この忍ケ|司丘陵の地山である茂樹色砂Ti土だけでは風間などによっ

て井戸阿部は崩れることは確実であり井筒等の施設をもたない素掘井戸であったとは考え

られない。従来からJI'戸を覆う建物があったものと考えていたが、今までの井戸発掘例で

は、井戸上部i刊王子のためか、住穴 (Pit) が井戸を取り囲むように出て来ておらず、今回の

ように確実に井戸を取り囲む住j'(が検出したことによって井戸の覆う建物であった O

今[iJ]の調査l又の井戸だけで京高野街道治いのIfl世村訴を考えるのに非常に困難で、あるが、

過去の 6[，，]にわたる調査と今[111の調査後の2次の制査をあわせて 9次にわたる調査全体か

ら以下少し補足しておきたい。

第 1，こ忍ケ丘駅前遺跡の中山:村落として開始された時期は、 ~~4 次調査の!日:f'~井踏切横

に検出した石組井戸及び土器のu縁を再利月1した)1二戸が検，'IJ，している。この石組升二戸内か

ら曲物庇板2枚と瓦器椀が出土しており、又、土器u縁音11をtlJ利月1した常?'rlの大警は、底

部を打ち割り肩部から口縁部を井戸の1ニt，筒としているものでfI与則的には平安時代末から、

鎌倉時代初め頃に位置づけられる o )く、各遺構内から11"土した土器のIt1で特に土器編年の

w米る黒色士器及び瓦23椀からみて、 12世紀1I1頃から13世紀にjd、ケ丘駅前遺跡の範匪|内の
北側に集中してみ?り、 tl占り付けJdf?を全くっけない終末期jの瓦器椀が忍ケ丘駅の東側に集

中して出てむり、 14世主己代とみることができる。
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第 2に、匹Ifl傑路市周辺及び、北河内地方や八中lfldiの木津川等から十月'石製石鍋が11点現在ま

でに知られているが、この内[7LJfl主11阪市から 2泣跡4}，l，i，が11f'，土しているつ

滑石製石鍋は古代末から中1世にかけてIJlIH本の各遺跡から A般に石鍋と呼ばれる、滑石

材質で作られたものがtH二上している。このいわゆる石鍋は、九州及びその同辺地域に広く

)1] 1，、られる I1'i:~ f.i: i1/;共である o [凡!臨III)j市及びその時辺から出土する石鍋は、 [111篠IIUj市中

野遺跡で l点・忍ケ丘駅前遺跡で、3点・枚方市藤Hl山遺跡で 2}2， .楠葉東遺跡で2点・京

都府八|幡市木津川底で 3点が出土又は、表面録集している。この中で行鍋に煤が付者して

いる例としては、芯ケ丘駅前遺跡.jj~~HJ 山遺跡だけであり、北河内以外の I}lj11本について

みてみると大阪府高石市伽羅橋遺跡・広島県福山市f江戸千軒IHJ遺跡・福岡県佐[1笠川市条士Jj

遺跡・大宰府遺跡・長崎県油田名市出土のものが鍔や底I'fl)などの外面に付者している。こ

れらの付着状況からみて長期間煮沸呉として使用されたと考えられるが、 ‘方、煮沸具と

して使用されたと考えられない例として、木津川底から口径24.5cm'器高9.Ocmの滑石製で、

色調は以色を帯びており、 1I縁fH)直ドに鍔状の突帯が創出しているがド面をノコギリ状工

具で切断したもので、底部にPHしがあけられている O この他にも佐賀県片山第 1号経塚では

行鍋を経r~4Jの陶製外筒の誌に il日 fJ している例もあり、この木津川氏 11'，土の滑子i製石鍋も経

筒の陶製外筒にi/iÌ~用された口Jtm 'l"l: もある O

滑おの材質と原産地について述べると滑石の1i自主1~l. 51立と低く、子にふれると脂様の

!必触がある。その軟かいところから力/11:に谷めな点が古くから)'t怠をひき装身共の材料と

して使JcIJされてきた。原j;A地は山1[県防府rliIflI庁/)・長崎県l凡i彼;f'F1t/1雪ノirHが名高し、o X、

福同県飯塚市八木山峠でも出土するというがゐ般にノil恥i'U['1のイイよりも八*山で製作さ

れた石鍋は、 ~~rrl-tl として粗雑であり、製品によって差がある O

/ILj篠[1駁rliとその周辺からn'J~l:している行鍋は if1岡山脈に消行の原産地があることから行主

して必ずしも北九州戸Eとみる必要はない。

最後にイj鍋が文献 f:に登l:するのは、紅、長)[:;11'- (1261) 3) J 17 fIの仁和、Ifl日放の凝り状

である。

第31こY4(戸-H:fIIlJ遺跡第28.29次発掘調古概要四(IJ古に幸li(iJされている j((1i引犬木製till

(SG1791)n'， 土ものに鼻絹の安美したまま検m し J~T{(版 1犬木製品が版物として使用されたこと

が確実になり、又、鎌合diで、も，'['I-LされたものもliiJ械であった。しかし忍ケ丘駅前遺跡のこ

れまでの 6点を見た限りでは表面にわら状繊維が付詳した痕跡は全く認められないが今後

の同遺跡発掘にむいて発見されるかもしれない。

第4に忍、ケ丘駅前遺跡から古墳時代中期]より後期にかけて数多く 11日:するtli'f輪知で、あるが、

第7次調査時にも後期の円筒杭輪片が11¥土しているが、第8次調査区においてrl1期の衣蓋:tu'f

輪・十字飾部が完全な形で'11'1土し、第 9 次調査にむいても、人物Nf輪の I~fî部がHU: している J
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この人物rjl'i輪は従来の出土例にないひさしのない帽子をかぶり l帽子の周[+t:lに1-字の線刻

が入り、後部で結び目のリボンを付している。又、鼻が高く号民が鋭くえぐれて鼻穴があい

ておらない。この遺跡の隣接地の岡山南遺跡にも中期の S 字形を呈するrI1 3m~4m 、深

さ1.5mのj幕内から高さ42cm、氏|幅35cm、床面積750cmの切妻造家形埴輪が出土しており、

屋根には 5本の堅魚、木がのせられていた。又、ヒノ木材で作られた長さ24.4cm、|幅9.5cm

の下駄が出土している O
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日掲載遺物観察表

第 1次調査地区
土自市質血

詐" il、I.lI(cm) H f丘

IJiil1.4 IMHII立正、で尖がりさみ、 W白1Iは外以ぎみな部分と illl.紛HJ'>jしのびる部分
1.:i，i:j 2.1 があり、 IU:;'叫と i本:':11のI丘{、J!丘1;):ι浮く、f{三;'Hiで1Jl';I'iし11対J出山立Aくと

じる。外lill の体 f出 'I'{.): より 1:1土ナl"~，il 核心 1)"llii はNlfの九にはっきり

しない。

111壬11.7 1氏;'1;Ií は '1' !lUHI分が外へJI~I'/ しでいるどきに尖が')ぎみ。 ゆるやかに山

2 f.:;，Y:i 2.4 ち l がる{宇部は前線的で、~ Ih~;'flíで JI巴!半し端出IlliA くとじるの外I(ri の

It:';líH古より|はナデril.\Jt~ 。 内 IlIil 土''r~Hのどbにはっきりしないn

IliilO.9 ，"，;I};の1Js:;'t!1でおり正はiWl¥oJA白1Iとl宇部の脱がlよソきりせ j一、 1-r;';l;I;):i((

3 
1.:;，:':j 2.2 主官[内で、ゆるやかに立ち 1: カごるカヘ ;.~fi!ijf'i(土外lえぎみ。 7トi(ÙI J: W;'出中{立

より j~ をナデAMJt号。内面は氏部を Ijl，ilにナ fた後、(宇部長II.¥'iiJ["jり

にナデ調怒。

111千11.1 liUfI;がィ皮を打っている !)I 二 (r~I;!R を ~fl-j- る !I~Ü~~がj にたち|がる{本;'H~で

4 出品:j2.3 I1紋点目はJI巴1'/L T~ ~~'，j :'Híで九くとじる。外II[iの i本;';1;'1' 印より|と 1)、1I 1r[体

却にすデ"，¥j'終》氏以外lliiに判i1くずが十JNη

I1伐11.2 平氏 ('11、:':111 土佐*~HI'"に _\J~ ちしがる。 1本 ì'iljの位If長が 'ì'fljj)だ It *ll祁で i主

5 1.:;，i:j 2.5 をもっ。 11¥誌端lmiはJLくとじる点1;分と尖がりぎみな(fli分とがある c
外lliiの体;}I;'1 <f，):より!にす:j-"rlMJ惣。

ト

111五11.7 、 [;"J~'elt;'lIll土外/j ぎみに 11: ち上がる;';.

6 
1.:，，:':j 2.1 にJち|がる;刊分とがあり、 11*まJ出;'HIIJ:九くとじ 901;(:'HilJ'I[il[を一}j

rL-!]に1"，"たのち、{本;'flij人11([[と体的 I:Pよりしの外IU[を1I'):lnlrl!りにすデ

s制位。

1/1壬11.0 、 1'.1)( で 11( 1'出と体 iiliのI立がイ、 1')1 1i立。 iギ:':1;はやや内ヴぎみに J 九、~ I ~:1~ {tN，j 

7 1.:，i:j 2.0 :':1;'(' Aくとじる。外11i[1本:'出・ l人'1I1ii全体(，:-)--)--"r~JM'f~ が施与れているが、

f空手EがひどL、。 1I t~~ (Hí に 2 う lリ[1]11烈の Uil' がlî，{f，められる。

IIH11.8 、1'.IJtで{本j'Hilよ外JjL 1 1れ，t.'!MlfiJiしfAくとじる 1民[出lニ比べて{本(iJi・11対

8 1.:，，:':j 2.3 ;'fIilよ1巴!平L'(い分。外1('[のf宇;';[I'I'{主より 1:にす1"，):，1絵、内1(!I/JI'iftL 

てし、るし}

1/1壬10.4 、ド民でIi(:'il;とf1、ffliU)lJ}:がイ、/1)日liL11手がポ ('f本;';;Ii(土外以さみな部分、 1111

9 日日r:';i2.4 *fJ~;';'lí な部分、 1)'1;すさみなI'i!)分とがある。 11 干止白1;で 11 1': 1'/ し耳目;'iIi'C"九くと

じる。外IU[のi宇部'1'1、7より iと|人lI(ul本川

1/1千11.9 、I'.K(付、;'iJi(J外Jj J る ;'iI))f と Ih}fJ~的 1.:\'( ち I:hずる:'出汁カずんり、 I 14:~t ;'iJ) 

10 日:~r:';j 2.2 で11巴J'/し、 1IM;';'I)でJLくとじる。外11[[の!辛口1;I:f ，ì: より|にす i"' ，N，Jt~ ，

l人IllulJW粍している。

II(主11.5 、['.Ii(でゆるやかl_lJ'ち1:がるfj;;'，I;IJ:il'<:線的、 11以内1;('11巴1'/L、frN，]j'n;"c

11 
日十，:':j2.7 九くとじるパ l小な悦形である n 外II[i")体;'i!iJ!lilj'より!と IAJI(1i11、;'，1;に

lI.j，ij'["1 ')の l がなす j-r品:]t:~o

Ili01.4 、I'Kef本i'i[)lilll(線[ドjで外 1:}j へIiIJく11;1.必のみ、lIIl。外lliiのiね':1;'1'1，)よ

12 ~:;， :':j 2.8 り i と|人1I (lif宇部に )T .:I，~lt父リ全体に l平なっくりペ

111王11.3 千li('cf{、(i!i在外!えし 11ねじ'，1;(-1肥I'/U品川はJLくとじる。外I(!Iの体m.i!IJ
13 日日，::j2.3 j，):より iと|人11([il本:'ilil.:す f，:MI快。 f世+之II，¥'Jこ*lIll寸比 (0.8mmf¥Ui)の i

に ;Ji かれたらしく、 IJ~;'出に 3+の 11: liiN，i{!，めりれる。
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色調、lIii上、焼成 備 再

0(1 bl'!.n..¥色 1"-10 Iflぃザ

I D'(i 川 !火!日色村I
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I ifn; il~ht( cm) fほ 色調、 IJfi~L I;'il& 附 月

11I壬11.8 ィJ(t、IIIlでliU:r，はたC';皮をうっている。{本点目は!I']j;iHl'>j"C'ゆるく山一ち|が 0/火 ~ttn.5色。 F ，-~ 12 111;"j 

14 r，:;，:':j 2，0 り 11手法端部 cA くとじる、外IÚ] の [1紋m: と 1)'Jlúi し刊なナ :Y ， :i ，~J 七月。 oH'['[.l 川 l火fJ!、色村1

。良好コ 'n_[: ，r';~I() 

[11千11.6 波をうった11くi:r，と!日"りして外Jj~~~みの休日1，との境は総収が務く、[ [t，l¥ O(lbU品[虫、 F -11 111;"1 

15 日;も:~:j 2，2 ;'i日もi'，.宇くなるがJ自白|;{よiLくとじるc外]il/の休日1:'1'1，)よ 1)1をナデ説話{ OL;注目。 111 11，:.1.'色Ni

1)、.Ji(u:，l:I'fHしている。 OLミljf。 'i'f 1:I，'i， 

11Iモ11.0 泌を?った Ii(;'品より鋭く ι ち i がる体;';;]~ (よ 11h~ì'出 Clj巴 J'/ L ~~t，j j'出('JLく ()占、っ:1山、(!~i~nj色c [0'-10 III;"j 

16 (，;~r:';ì 1.9 とじる。 l本古1，と l，l~i';引の HîL上総\:/:が jJI<めぐ法い J 外 I Íl iの i宇部 '1' (，):よリ 1: o (i;::{¥I::のi位、校長ffむυ 1/1 Ji，，')，¥色付:

と 1)'11而 i本 ;'i!> に反 11ι :r~1" 1 1)のナ 7訓十絞っ 0)辺 ~fo γ( 1: ~lí" 

11I壬10，7 ィ皮を 7ったIIU:r，で、 外以 j' る i辛口1: は (.:'f\!l~ l/ j!.íf.く、 11 干わ':r;で)j~II/ L ;I~，ii'i!) 。占、ソ[よい(1bi払j色っ F --10 11I;"j 

17 
お，:':j2，4 はJLくとじる。外I(!iのW;':r;'I'I:iより!とI)'i!friの体点1:にJ--r ，;I，;Jt:~o ';iLJ:¥U 。fミ'tl。 川 !正，1，1，¥色干11j

!I.~:に羽IIt 吋民( 1 crnflリ主)の I~1二目かれたらしく 21、のIUii刀、必められ oH~L， 'i'll:lo;o;:， 

る。

11I王10，8 波を 7 った II~i:r;で{本川 IJlj~I'! L '(ヘベサト!くさみ 1 Ih¥'日i白i;;ょiLくとじ 。』、っ1;1:ぃj'I ~il 払j 色。 (;-10 11I川

18 r，:;，'::j 2，2 る。外1(1/の[宇部 I:(，):})、ら|にすテ s出Ir，父コ IJ'IIUi:JI宇陀Lごいる J 。)ミ'('i，、 川 lid).J色i沙

。良好。 'tt .!:I，/，: ，1 

11I壬11，5 ;'Ijeをうったj氏日1:で11、;';'Iiはやや外!えさみに J九 i々、る 内外luiともにlf 。亦，，1土い(1a'i:r?0色。 Fー10 1I1;"j 

19 日:;，:':j1. 9 /ctOJ ()，:/，¥I '1，~ 1土ィ、11)1.. 。)ミ'('[。 川 !火I]!色紗

() 'jl.)、で火t.らありコ 'ti: !);'l.， 

[11壬10，5 {庄を Jづた正t却で'1'央刈分が11巴1'1L 1本j'i引とのJiI:H:J<めぐ;'，.ijく、 11.1、;';1;1土 n o'i:n，}色。 (;-10 1I1;"j 

20 ，:;，:':j 2.2 ヤや外Jえうみの rh~i'ilí に i正しけ孟ど Ij~ i'1 L、端，;';1:(')Lくとじる。制!;な悦 o {it'院を多く ffむの 川 l火'H色紗

形で外I(riのIt、:'H;'1 '1:1:より|にす1'，)，¥1係。 IJ'lJ(ri:JJ'nEしている亡 0)ミljf， 'i'lU .. ;:" 

11I五11.7 IJ.:i"I'I.ょくの住'(;';;1;-('、[辛口i;[土外fえし IIh~端j';;!í"('JLくとじる 1がな悦!杉 0，.かっ:工し、(1ò'i'r~) 色り トー10 111;"j 

21 r，:;，:':j 2，5 0)(辻、 liC郎1)'IJ(Jiを一}jl:'jIナ戸たのむ外1(1/のf本;'f1:'I'f":.t1) 1とIJWlil本 0)込"ο 川以'H色村

i'H~ をナァ，，)，\11:ム oMf， 'tt I:J，;~i ，) 

11I王11.5 ì'!~ を〉った江、な Jl(;'Hiで i本山1; ~ J外I:J:L、Ilh¥!日!日J;:lJLくとじる 外luiの o，A"パ上い(1aJi:F?0色 [0'-11 111刈

22 e:;，:':j 2.1 11、l出'1'["より!とIJ'lJui体;'f1:にJ-Y，川t父 ()(i外:1.を:;~ L¥ 川 !火，'.1.¥色紗、

。良H" 'tt_I:]¥'，:，) 

11I王11.6 ;1!i:1:' -)ヮたIJ¥I'f1;Cli、i';I;;ょ:ょ:ょ山正日l内 if.t) 1-.1/寸、 11 :/i山市:JJLくと Oj'](町iM色 ドー 12 111;"j 

23 
(，:~r:';î 1.8 じる J 外I(riの体111;'1'1"より iに)'7山.¥11，き〉内1(liIJ I'lft L ~( t 'る 乾燥 of!'i'i， 川 !火，I.I.~色村:

11、?に 2本の十字状の Lのの 1'0(.~ 11'11: l 、たらしく、 !j'(ì'ij;外 I(I/:~ 2本のII，!j(が 0)込H '('( I:J'Aω 

IW，めらilるつ

11100，8 )くゆるく ('}J;.を j-)たli(日1:('[1.，;'iJ::ょすいえ行みご即日1L、11.;まtN，ii'i!iCA ;1火 ~i~n0色 F -11 Illi"j 

7i11i 

川 11(，1.1.¥色村:

I ILJ:') I~~I げ品問 '{'i: [:b;c:'j 

10，6 ゆるく{山を )')1たJl'(j'iliで11、却し上シト!λ ぎみに ¥'r.f')Iがり、 11不企庁'，，;'iJ:CJL りlIi'i'!1(LitNJ色 ドー10 111;"1 

2，1 くとじる， '!，，~II 手 Lt 持 eNi 1ーの叩:YII})ザ足る 外I(!iv)1ね:1;'1'1，"より iと りnYT" 川 !火IH、色紗

|什 I(riffiiJ;にナ -Y ，iJ ，~J'段、 IOJHI

土師質小皿

色，，1，¥1、lIi.1、焼成供:;I iJ、:It(cm) iriii 月i~r':( 

1 1 if 8，1 1 尖がり Fみの/J(:抗上(，:i¥V:が1'/く、ゆる γかなウ ソ(1.九、 i本山ji(JII'( 10以前払j色 J

26 1 ~:i ，:':i 1.6 1線的で11村山;':I:'chくとじる 外I(Ii<IJI1;;'iJ:'I'j，)より 1'，Iill 円、却にIIS，il'II'!luH'(¥， 

') 0) ゾ i~ ，，!.\j'l'，父 1 iJf<lj1 

[0'-10 IIIi"j 

川以!日色砂

r( LI'iiり

l什1I任f8，3 1 )尖i~/Jが、 vつJた江民L日川川1:ぐC(ギ;'i!;とJの)J立Aが、イ、)1町川iり川j川111附引で、 1体宇剖山:1出l口;:JIド仏内j人何、'1ド:ヴヴ さみ; J山(!ι; I~~})がι tリ) 1つコ，h、パよいJ'れ'1占此n件例}，J色 l 
27 1 ~:;七， :':j 1. 5! 1 1;1\ιム日白';-ι 上 iL くとど~ !rノIν

(; -12 111i"j 
川以，I.J，~色村l

J}，';:' 外liJiu)(+、川;と|人11111ヤi七';11，¥'，01"1')のす r/'，J !'.'~ ，

r
 

h
 

tくi
 

一一一一一一一一一一
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昨日 法:tt(cm)

111王8，1

28 
総，::， 1. 7 

[lff 8，3 

29 ，:，，:':j 1.4 

Ili王7，8

30 ;むよ(:j1.5 

llii'. 8.4 

31 r，:li:':， 1.4 

[Iii 8.2 

32 li:ii:)j 1. 8 

111王8，0

33 ('~1- I:';j 1.7 

Ili王8.0

34 日;fl:';j1.5 

IIi千8.2

35 e，;1-r'::i 1.8 

IIf王 8.0

36 日出，，':， 1.6 

瓦器国

瓦器椀

t寄り ィjcltt(cm)

IIi王10，0

38 
日;七，:;3，8 

Ili王9.8

39 
，:i，'::j 3.9 

111王10.2

40 
，:i，:':j 3.4 

i投 色湖、lIiil、焼成

1，(崎中央が外へ11~I'i-j'Q!jに尖がづtclL(<'iI:-Cf'惜{同線的r:¥'{ t) 1が 10亦)¥れ'1'1制払
り、 11紋端;'il';でJLくとじる。体;'iI>とh¥::'iI:の』立はl人JiI[iを繰り返しナ 7て of!'l'r ) 

いる!jl二子下む。Ils:i'fj;を jj[!'1にナ Yた後、?ト1(11の体:':1:'1 '('):より!とI}'i 10良好。

/(lif約百にナ Y，iI，¥lrI長。

やや企んではいるが、i勺氏で体内1:は1)すすぎみに立ち|がり、 [Ii止JMii'i[j!J

JLくとじる。:frl形が矧でW"II:の形態l上部分的に呉なる。外[(fiの休日1:'1'

{立よりしとi人Wul宇部に以11ιn'l"lりのナデ，)，:1悠。

、 V.li(で i本 illil主直線的に立ち iーがり、[Iiが~i ;'Hí は JL くとじふ、全体に日日

1:主1;I:;:.i(く終)杉は 1'1与である O 外i面のf1三;'i!)II'伐より lーと内/fri全f{、にij//.'i

，iI'l"lりのナデ調怒。

、I"!i(で{事 ;'flí( j:[~(線(1';'(ゆるく_，):r) 1 がり、 II紋~N~ ;'iI í(j:-JLくとじる。 f1三

UlllAJ外I而lこfXlI，y，1I'l"1りのナデz制然。氏郊外[fJiにNiJくrがI.f/f，

Ji(iHírl-r央が肥j♀し、百三な !\に波をう J た氏;'~官で、(本 ì'H)(土直線的に立ち

/'.がるがナデs制整の11、}':(こ外Ji した:'Hl分がある。外i自i の 1本立/l'I'I，~より l

とI}'il面体，'1Il1こ11年，nl，，/')のナデ，iI，¥J'主主。

}i(iiJí!lr -y~が 11巴 1'/ Li'皇をうったiJ¥::'Hl-(、i本:'I/lはゆるく ¥J:ちややiメ¥I-;(j'ぎみ

に延びてrlt~tJ!!J，j lHiでJLくとじる。外/(11の[本f出'1'作より!と内/(11のほ;王

全体lこ11、y，n'I"1りのナデ訓鍛。

1，\:，11:'" 央が!氾I~l した波をうった J氏:'Hl-( 、 1宇部 l土比 '!i支(I';}見くたち上がる。

怒11';は);11で、外出1の11<:'Hl'i'(立より iにナデ"，:1'佐。件JiI[iは'flfsL-(いる。

波をうったIJ"(;'fJiで、従I1三が維なのとくり返しのナデのおに休日!i(上外li

『る部分、 I!(線的にのびる部分がある。外/I!iの11<i:r:' 1 if立より 1:と内iltl
全体 l 日以1I.\'，n' fnIりのす Y ，)，\lt~o

波を jづた氏出1:で(本;加は内ヴぎみにゆるくウち|がり、 ff$ ~)N，jì'f!í~よ JL

くとじるo(';f~;をは 1主 l二日~く、 r事な?を11ヲC¥外/(11の11三郎 1.1，)より|

とIAJi(Iiのほぼ全体に Tデ，)，¥1もそ。

j.¥ 徴

I!(:'Hlと{本:'HlのJ立がイ"リ111京なllllで、休日1:はいlヴさみにたちあがり、 11;止

端j ;'fjí は九くとじる。f1三:'1Il 1}'lÝト I([i にす -7-' ，iJ，\Jt~ が』包され、 i内 /I/i にングリ引グ

のIl i~' )どがh~i ι".( いるがw陀がひどく 111111京ではな L、。

H 出生

[1紋端i加I外l又し、 l人I/([iにl条ぴ)j:A:*hL外/([iに約 1Clllの恥iでナj-，;I:，II¥χ
I:';j"filよ加](i存しぐい匂!J"j'r!j !: 'J: ~ l1 Jl: 'C;主:J.); 1たilJlffとしぐJll;.kiiEを県

さなし、ιのがtW，l占A1;" I}，jllli:よNiなナノ川，¥lt'(U)1::ニ8、12~ミ J)lli'í'よ

日 f\:I?:\J~I: 'i;~'に主ら J と Cl 】〆J

11"止1~，れ川

lをil1光で1主りつ(lt-=fU(tO).i1d化した LのF、しかも 11.'i1LCなく f在
{世を~していない。I!j\. 丈は 10~12条。

1I紋j~flj t'W はJr.くとじ、外 /11/ に約 1 crnの制でナ1-'1;品l快。 llhffは1.1か'J'h
"(0 1人11(ri に!il1.'，'， ij'I"I') の品在き状のlIi\- 文。[山の JL~:H切に比べて i 市 Jj:

l制 t~ で i人JI古 j( 土上くす i られてし、 4

-33-

0';，、っぽい(1N!.?M色

01~'l\ Q 

。良好っ

OJ)cb'!.rM色。

OL~'t'i:， 

O良好。

01火b'd品色。

O{，生、救を，'，む。

O 良好。

o!'lbi.N>.3色。
OL~'i'l 。

。良好。

01);' b'!. n~~色。

。{肢はの砂ト?をffむ。

O 良好。

01五色術色。

O{，歩位を斤む。

。良好

0(1 btrM色。

0)ミrf。

。良好。

01火比例色。

C)I込'('t。

。J込H。

色z制、 111，'1、焼成

。lIi¥"火色合
Ol~'{'\ 。
()jd!。

色s制、 IIf，'1、焼成

。炭素のu)kj'うが阪でなく
い，;:L銀色、 1"色、 fH色

と i'fI) う}(I~J! -~I'てなるの

0)辺Y110

。i什/I[iのrIh~j'出 I ヤ!叶と '1'

j¥I:"/ト/lIi1ケI;Ijを|涼Lγ(iX: 

おがl悦j"j'LいぷLiU色じ

01('{'[[¥付fH，、

。|人1/(lii土}.j.じものlIJk1"i:が斤;で

し¥.--i~ L iiJ.~色、外 /lli:よ III 色

、n'(I，

Olil)i， 

備 高

G-12 Illi"[ 

川 l火t、g色もli
Il't LI，//c， 

G-I0 IHi"l 

111 以!H色村1

'{'i ~l: I.;~: :J 

F-I0 111い，[

111 11，:.1.'色村1

'{'( J:!l;~: っ

F-10 Illi"[ 

川 11，虫色村1

口上九千。

F-11 IIli"l 

111 1;，:.1.¥色村1

'l'tJ:I¥?" 

[<'-11 111川

川 !正虫色村:

'1'(/);10 

F-10 1[1川

川})(，I，I.¥色{ゆ

'!'lI:Iii' ) 

[<'-10 Illi"[ 

111 11，:.1.¥色村1

'('，1);1.， 

F-1O IIli"l 

川以，1.1.¥色払

'i'( I:M。

月

F -10 1;('1.1 

色川口1:10;，;:'，

F -10 1/，:.1.1 

色村j'n ， LI，;~i0

[<'ー101火色

色引j'(t!:}.，¥;J 



羽釜

A主主; 法王t(cm)

rli壬32.6

つIJ:H36.6
42 
唖tイ[;:';j4，5

11筏20.6

43 つば径26.2

現f五出36

香炉

鉢

1時;J il、Jlt(αn)

1 Jit42.5 

45 JJlld:j6，1 

11 径36，0

46 
J見m:j8.0 

111千41.6

47 
JJi，n:，::j 4ι 

111王30.0

48 現{f，出3.0

111壬31.2 

49 
f見存;:':;3.0 

11 ii 31 .8 

劇作品 5.3
50 

Ilii20，8 

51 
i見Id:j3.4 

52 
11 任29，6

fJi，{f，::j 3.8 

すT 徴 〔立湖、胎土、 jj'i/J.

11申請 )~M {H)!j:}Lくとじ?卜l在Iは1Cmの似で、ナ -j-'，阿倍 I~~iîtì'!止j>Jか r九 fj\;" 1 0 内外II[iJ~I~!I\(~~

内外ii[i共に維な制強で、内面の数条のJ1(j'文はほとんど消えている。 10良n。

特 1，主

丸みを持つrJ漁師1のl人Ji而は繰り返しのすデのぬに窪んでいる。つばは

1，1，1く水平に卜jく。 i本邸内II[iに耐IJ毛11が，W，められる。

わ「かに外似j-jる、I'-IlriをもっIJ縁f出。本、l'なつばをj.Jけた後に体却を

ヘラ自IJりしている(1つばの!泊り付け古11分にド主をもっ。

H 1.f~ 

I)"'す 1 る 11紋古11で i~r(，lt'f!)はナデの!¥Iニrnむつ外l([iに|祈liriがれ形と一角形
の I刊行11 が j 子により~'f令き IB されているつ}人Jii[í は l 亭なナデiJ，~J:f~o

H 徴

)'" J のí{;，Ç'I!Ü虫がj な ft: iill が 11縁日11付近で1巴1';' し、 )~Il;';.引は外ftfl'jる。終

形は維で干eiI 紐の彼fT打:'.~x 外 110 に伐 j'" 11縁日111)'1外I([iにすテ1品Jtその

1本:';(1$1ト110に維なナデ淵千戸。

1'111の鉢で、ゆるやかなカーブをもった休部より外lえした11総点目は|

に尖がりぎみに目巴1'1>1る。{本;t!jの絞!約一比べてIIf~ ì'刊;の'f.:<1阪が祁であ

るへ J !~':)dリ;の|人Iliri:土りJfj しのす J の!.\:~， i ん ('1、る

外 l、!肥 I~;:し、外に傾斜した11紋:':11で、内luil;!:繰り返しのすデのゐし;t

んでいる。体/:1;外luiにもす y，J.t]殺。

l勾勾ぎみの Ilh~;'fI\で|、へ!日1りして[止を I1手 1& している。

外に)1山手して段を形成するI1*量的で、内ilriは繰り返しのすデ湖怯のお

に花んでい令。外而にすデ品，¥]務。

外)jきみの体的で、 11総点]1'('1]巴l'i'lる。 11泳部内luiは繰り返しのJデ

Ij，~J f.~のぬに;ヤんでいる。外 lúi 全 f{、しナテ訓絞。

小形の鉢で il，( M~íl''.Iな 1宇部

のナデによる(nみがある， $1ト[I[iは-)， 'r' ，:[，:I 'f.~" 

外に少し肥l'iJ る 11以内11 で|人/l 1[il ;l:-)-.;川悦のど5し作む。外II[i は Ilî~:'ill

， fキ ;'~I~J t (，:ナY，:J，:Ii¥手。

34 -

01i9!。

色調、 IIf;土、げtlJ比 (1;古 丹 l

oU、色。つばの l'にススj>J 1"-11 I火fjJ

{i'" 色紗''!U:Io;cIc

0砂車立をffみ就い。

oii;li。

。内Ilnは，r，U色、外il!iは11M;火 G-12 f火 f~l

色。 o H:Jtlo 色i沙'IU:k1。

Ofi!E。

色t品j、11白人 1)¥¥1&

制削焼成|耐ii 再

0)，火色でIliまf出世卜Il!ilニ以午111;1'-12 111川

。砂ィJEりのやや荒いIIf;1。 川 JA，!H色村}

。1生。 '1'[1:1，;，;: 

。紫1M立つ 11紋，'fII外I([il 1'-10 111;"1 

以111[" 川以，1.1.¥色紗

。砂市"を白むがi込町。 tt.::LJ'，，;i 

Oli出。

O !l ì~"火色。 11付加外II[il ニ G--12 I火払i

!火村[， 色妙、i'fJ:I"，，:

0)ミJtl。

Ol，史"

()I火色。 Ilh~ìîl)外 II[i に l火平山 G-11 此制

oHJ{'lo 色{i:Tn.I:)，;"i

OMi。

oUi色。 11紋t't日外iloにl1iflho:F -11 )火1)..]

0砂松を合むが良1'(。 色砂'!U:I'I，:

Oii世。

。Iリ])火色。 11紋i'if)外110にご G .，，11 Ui払j

くAif.t、以i'lh。 tY~(îj，'n _-IJ，'l 

0)辺110

O{j~Q 

()Iり1)火色。 II~;昔日11外 lúil 二 l火 F-l0 I火払j

:flho 色砂町1);，，:

01;少主立を戸「む。(3 mmfr.Ji.[) 

。作占。

(コ lfi 色。"*止1'~I~外 Ilri に 11<tlh ， c; -11 Ili I~] 

。 1ミ~t ') Oli由。 色{沙'(，[1);'1



吊:;f i1、:tt(cm) H 住I 色調、 11;;1、焼1&

fJi壬35.6 外に少しIle}'!し|ーに ιつLI手止郎、全体にす 7によるものではなく、 J出 。以色 II以;'11;';ト[{lIにlポI[h

53 JJ1Iir::j 2.7 u引をつまみ 1:げたぬのもの。 o {i:J:j':[をffむがf!'('t '" 
0[1リι

[11王30.2 l へ IJl~}'I:-j る II 誌;'iI:で休部は u'f線(I"J.， f本i'H;外 [úi;よナデJ民It~ が仰される 。uj';-)ポ色コ

54 
製作品 7.9 がhlj上手lH主{H.Uが伐る。 fl紋;'f日外[uiのU<t[h:土担IhWしている。 o 3mrn~ 5 mrnの(I}、杭を少し

ff む!/r，'jJ連 J

011史】

111王25.4 l!ht;刊は外に肥りし、 J両日li(土l人HJrする。外何}-)る;'H;分は繰り返しのナ 。lIi'í-I，，~色。 II.f止部外[(I[ U火

55 
JJiJM:j 4.5 デのね I~r下んでいる。!宇部 [úi にナ 7 ぷ]桜コ jlh、しか LT:j)-fIUよJf-Ij(ii

H(i， 

Olip，、

11 任33.8 出f~:iその ~"，lj: l 守本で II巴}~/しなし、 I I f~~ liJiは外傾し、端i初土マや尖がりぎみで 。!火色，) ~ Ih~郊外I(U に旬、 flh

56 JJ1li，:':j 4.5 ある。 11紋;'if;内外l{lIと体加外luiにナデ刈悠 3 よ"と!'{ハ'" 

。やや十九。

rl1王39.6 1巴りしない Ilh~hlí(l外 flfl-j る lúiをもっ， 1人}Ý~I{lÍともしナデ訓 f:~ L 、i本 。11111，正色οrJit<郊外Llriに汚

57 
劇作，::j3. 7[ ;'iI:州fι2条の{械をblliこす。 しリIdlhο

r 1108.5 

58 
i見Id:j4.2 

I，~i王 7.7

59 

Ij(;'fI:II.2 

60 

壷

おろし図

椀

of，!'{'to 
Olirl!.) 

小}目。lj.vで I1手企庁1:は 11~~}'i Lなl¥o I人;I([i と Ilh~;'iI)外 [úi にナ Y ，;J，ij t，~/J 'Îjí也さ 。炭素U&l}(ilí分は以 q~ 色、

れ、その;'i五分に炭素がi岐lfo {也(l!A白っ:心、11，色。

。砂品e~)っ
() ji到。

J.vO)u'(:'iI:で、 1本;'iJiとの境はくっきり Lてし、る， WIま.，;I，¥j悦と ιlニ制1;( 。紫l五色。 iメ'lIuiにま[よらな
あるの }1<!lh。

() li企titリ。

。11世、

IA;'出より，:;，~な f'JI立で J つ{本 ;';Ií は、 !ù:;';:jí(ニ lt ベ出\:/::よ P/ l 九 i人1I([i:主ヘラ 。亦111、をおびた}li色 J

削りの iをナ，'，:MI 十/~，J 外 Ilrilよヘラ円[PJ の伶へ J -Cit総長胞1ο 0-'¥.)-'¥.)相[1、

。/1出)

fは [日，H，¥I、1Ii.'1、焼IA:

Jd の 'JK~)た.，，，::，(、 I"(l:(-Jるfii;'fJiに本、ドlこ!ムがリ):1:1白j:Cj'， l こ1J 1~り J' る I1

紋j'i告がつく υJII，.'ili(..:2;長(/)I'!L紛が仰されぐいるけ IIi古川;・ fn印;上ナ i" 1 !f:[J(品している

， J\l f，~ο10砂d-e l) I!.がnn
Ofi1!ス

I'，-r I のtJろ LJJ1lで、|人IIU[と外I([i(/)1I 干}~;'iI í . f本 f出 I~flh がかかピCガヲス

'tlを""，)οIi(日liiJi'，t)J 'JC})ゐ。

色，iI，¥f、 11;，'1、焼成

t .¥'は|色J仏 11;，' 1パlJ'ilN

I)'I;~'S'みの{字以上り外ヘjldl ;~I Ih'川む、}立 l 上ナ ;-'"U)繰り返しの九に 10淡 8J lY~

{¥(んでいる， ff:':I:外I([ilよー)-f，i}，¥f'子。
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15 

F-12 III;"J 

川 ~，'i:. rM色砂

1"-11 111 い，)

川 !火 fH色も!I

i、 11 111;") 

111 J.Jd.'色["

E-11 J火f品

色紗γt.!)，'，:

E --11 }火N-J

色(iYtl.I:¥)

F-IO 111;") 

}II 11，.'日 (~M

n 1:1，，'，: 

G-11 }火1，J

色砂'(¥_1:¥'，:

1'-11 I火制

(~砂n /:，1"，，: 



14' 徴 色f州、lIiiニ1:、焼"比

ゆるいカ プの体t~l)で 11縁f出はわずかに外反し、静くなって端的lで丸 10淡紋色の午前。

くとじる。 1

o硬。

白磁

tfr:-ij. 法!it(cm) 特 徴 色潟、 111，.-1:、焼成 考

IJIU4.5 小)1予の鉢の11紋;''i!jでJLみをもって外へ肥厚する。肥厚した;'fIj分のドに 01，話 111;1土 (11M立を ~J L軌は G-10 y，術

65 現存高 2.7 I条の[111*.主が施される。 淡(lK:;k色で方ラス針。 色砂i'[.:I:I，../

01'込町。 Oli!E。

WU7.6 ノj、形でr，:;慢の点字しミ鉢で1]*ま部は段をもって外ヘメLく1巴11する。 01滋IJfiは(11正色、:flhは淡(1 G -]] )1'11<) 

66 現存ょ~i 3.8 k:;*色でカラ λt'r。 色砂f1f，-!:'¥j

0良氏。 Olct!o 

椀

t長:乃 ;，t !It (αn) 1¥ 徴 色調、Jlfl'土、 jYilil!: Ilfii 考」
F11fT径ι6 外へ踏んばる JL い仙台の付く ll~l';'ljで、外IÚI の，1[，;Jf&:は比較的純である。 01滋111;1;1:淡&.1:火色、内lilI/iで G-10 Ifli"J 

67 
1見fnh4.2 [本と外出!の民から 3.3山l111 1氏n.\f~fj:þ

より 1:に.flho 1'lU../ 
。やや担[¥、。 。同Eo

r:':î{~f王 5.0 j(:iff端部は九く少し外(jIIJ:位、がるυ OliザJJfiは(111，色、.flhは淡(1 F .-12 l1i!，1.¥ 

68 I見M:i3，8 総色でガラス目。 色村i'l't.-I:I，;，，'

01込!-to O{II!i。
」ー

土製円板

1¥ 世I C立『制、 111;I、jJ'i成

l'LJttの川似で川i主はィ、I!}joIfl粍のゐ炭素はほとんどなくなっている。 10(111，色。

Ol~no 

u{iP。

滑石製石鍋

吊;37法llt(cm) H f政 色訓、lIi，'1:、加点 出ii 持

IIi王17.5 ゎrかにI}"(tfilる、1"1('1をもっIIU:'fI;"外1111に T?形の J~'J状'1i 'it} を úlJILllJ .-~ 。内・外1(11の剥附tぷj桜は(i: ド 10 1，正払j

つはJI21.0 る。 しく判l.iiしており、内I(，i色(iJ.'t'f.I:I¥Yj。

70 JJU!，:':i 3，7 は加Jtlj!L制十戸があらく [IIJ，叶

をイ子し、 外Ilrí は担Jf~品市l もそ

も Iミ ~f( ある。

ilJ 5.5 出ィi製イiíll~ の }~Ji似zサ辺を Jj1杉に11'1取りを1，な Jた 次lJl!L/U!lであるつ 。ト人).外Ilrlにイ、'J.!}jI"1の桁! F -10 Ifli"J 
現Mh5，6 11対 ;'il;l~\ ドに I'HLが1 ， 1'111'1から穿孔してし、るの 11条泌がほぼ全llilI~ わた 川以'H色砂

71 fL1王 0.7 ってみられる 11ft.，1: I!;~; 。

内州{ー終はJ~I 
~fである。

砥石

許Jj U;J，t(crn) 1¥ 出1 f立E州、 IIf，'1、1J'iiN. 耐A 与

i，lJdえ8.2 i!lilf'l}j 11'; 1'L['('1とも{世)IJ j-.;:i，;j'il;: G-]] 抗7
72 Jäkl~!\ 3.7 I ! 1 Y~.;'iI;卜Jj![ に[虫 IIJ;ヰ L い "t，llljll Iリ

'1'11)， パI('i，山梨}

lak長10.2 il.Iil('IJく)jIlj I叫1('1とf，l'rIIJ F…12 
73 irik似4.9 '1'リ'!c;';I;IJjrJ:: I'J!IIJ片、 ~--..~ 7 )'，'';[1111 1:， 

1I.I.i')， JI~ln:n;~~" 
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括主;子 Iよj止(αn) H 徴 色調、)胎 l、焼成 #; 

最A長6.7 IIHlui lUj 11; (み似.Ih Jirfliのみ山川 f!!lJI(li& ひ卜 ~rir，l川 G~ll 出 7

74 Jak恥i3.3 ある。 ';'Hi条liiが川jらかに 5沼められる )'，'1:1'111-1 

f[ J:i，!lc i 'l ilflji';':Jl.~ 

id入:長 6.7 liiilfIi長)j形(;;.il!!j;IJ，J点I(UJ)み{古川 11II11(li止び I"，;';l，;i'i!;別f'I'If.¥'J)切:)i)! F~ll 、 G

75 iak自i3.3 ある ;'jl;かjかに条例が1;;:'めら).~る、 11 川UlljL 

11: Icii!¥c fl:lfl1 'li製

最大長 6，5 |削1(li長)jII~ ({'!H!j;I}()点!川のみ{仰II.I!判lui及び |λ!，li'fI~烈f'I:If.\の切り 1) 占 Fー 12 ~\ 7 

76 最 À~~ 3，3 ある、 出か「か j'，I'Ji占がdめられる j';r}ll'll: 

fl.l-.ii!¥。 j'l:iWi';-製ご

最大長 5.0
小川;Ilのli!¥1iC[fJrllIi)j形~点民の 21iflとも{世111.'1'央市f.Ji!Iしi'J!IIJ片し F~10 ~'\4 

77 
最大脳1.3

l'コ )';';:111111 

f I J'.li!¥ illlli1'c:民

石鍛

色湖、 IIfd、MiI&i.¥ 世主

l!lj J!]~ fi .'J.:ょにで、it行革11雌で j"lqιiこ整形されている。

剥片石器

f政 色調、 IJ;;，[: ， tJV& 
一

く

l
l
z

-

h

Mリ

h
v

μ
一
ゾ
一
水
火
ト
し

宇

一

、

vi

一

1
l

一
l
b
y

↑

l

h

 

I
H
一

一

'

日

似

刊

一

一

れ

に

、

z、

ト
A
b
A

1ft i;-I iLJ，t( CIIl 1¥' 

長さ 8，5 e辺lこ]Jをもっ不定11:のサヌカイ卜裂のお01'，イ?慌て。剥nの五年l'f!対辺を
q

υ

d官

K
M
M

V
D
-よ
み

jつ
而
州

の

片

如

何

H
N

0
3
 

ワ
t

i望んでメ.Jiillとしている。
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「

第 2次調査地区
土腕質邸

品会主÷ 法f止(cm) 1十 徴 色調、 JJfl'土、焼成 備 考|

Lllfl1.2 半11¥ぐ〈下ri(tlllより比較的急に立ち上がり、 1-'縁端的11は九くとじるoIU:部 O良質。 J -3 i，Vi.j丈

96 lt1:rflI 1.8 内面と体m5内外面にナテ『羽生~o k's:部外面は相1し、。 。靖之っぱい1'1黄払j色。 治問 NJ色砂

0良好。 n.-U'io 

IJI壬11.1 平成で内面のli(部とi本部のI見および外i面の休部は繰り返しのナデ請!怒 0 晶、っぽいI'lflW，j色。 1く-6 Pit 

97 ~~ri~j 2.0 の主主に窪んでいる。1-1縁端部は丸くとじる。 。良質。 出川砂nl
O良好。 二i:";0，; 

11I主10.8 平成だが乾燥i時に惨状のものの 1:に置かれた為に郎分的に窪んでいる。 。品、っ1;<い(11l{rM色。 K-6 Pit 

98 (，:~ r吉)1.8 li'(t'市と休部の墳が不明瞭で、外反して11縁古11にいたる。f*部の外而は 。良質。 No.70品j色紗坑

繰り返しのナ戸調整の為に窪ん Fいる。 O良好。 七件点。

111王9.6 ~:H笠の Fゎ、平1)( の 1111で、外l足する体iflj で 11紋端部で 1:方へ~[，; I'í して丸 01'1色払j色。 H-8 素Ihli

99 総高1.3 くとじる。外的iの休部より|と内面の全体をナデ調祭V(いる。 。良針。 チドJ，i。

。良好。

r 1I千8.4 平成でW:'fIIは外Ixll-I絞端:'fIjは丸くとじる。内面の1本部と氏tfllのi見は 。亦っ1%い(]tllfM色。 1 -6 石村l

100 ~:;，;ì， 1.1 丸くナj'fに強く 61"1に分けてナデているゐlこlから見ると 6角形を 0良n。 JI戸。
日jるコ 1I紋昔119卜l自!と内ifnの全f*をす -Y/J，ll主主 。良好。

瓦器椀

A=-，} ィよIjl:(cm) 世主 「 色調、Ilf;l:、焼成 ヲ号

Illil1.2 カーブをもって、工ち}がる i本部でLI紋自IIIìiW くとじる。 i~':Îff!土中山 lを OIl(P正色。

101 ~:;，;':j 3.3 指先でぬり付けた限度のもの。 11，まm;外ifliirナ.r，u，¥]繋。 内lfiilこrrふ'1'1"1 。良質。 lNo.6 NJ@{1ゆ
りのlI;y丈を10条。 O!Î~目。 'nJ:!'X: 。

111主11.4 ifi，みの大きし、JL出g:ti.c、品11m;内!自iに1条の(士線をもっ111草刈て¥{宇部 O Il Mj~色。 K-4 Pit 

102 沼山 3.5 は比i絞{内政線{t"Jo ill化した lh~ り付け rf:îf?! j:、 li( í!1Íの }j が H立にあるお 。良質。 No.33 品j色砂

に機能を*していない。内[古Iはすテ品，¥Jt，去の後、 10数条の時:立:。 Of19!。 fU);'I。

11 iU2.5 外反するIIH，t却で端Imi!こl条O)j尤私!が胞されている。 I}，I外fiIiとも外1;: OHiY灰色。 J-4 ィ晶状

103 。':ifdf:.3.4 jる:'，，，分にナテ.'J，¥J望者。内illiに8'~10条の 11(( よ。全体にl'主将がひどいっ 。良質。 i立l-，~ ?i<J色紗
1:， ，;:j 4.1 0"出っ 'iU 一I，;'I，

羽釜

話キ;; i1、 I~U臼，，) 1¥ 性1 色J川、Ilf.-J:、焼J&

11 1'1'26.8 内プ'f'るLI枝川はしどいに浮くな .)-0日liHj(よJLくとじる。 I祈IUIが長}j 01火 e~。 J -3 f' it 

104 つ111王33.0 11習のつばは 1:プjヘげilし、ている。 II Hi日11 は内外 lfii とも I~ J -，ゃなナデ湖格。 。{i合村をtく;';(，'0 No.3 ?i<J色紗
JJIIi，::j 4.5 Oli*。 'i'[J:Mo 

11 1i26.8 山線的 ehし、11mm;は仏l似し、 f11t:ιh、2出:，mはV'IヘIJ[';I'/-IるJ つl.:f 。IAII(IIIJ:1火色、外IIiiIJIItfi K-4 払j色
つ:i1i34.6 はしだいに点字くなりfrMI~刊は Aい。内 lúi と外 1(li の[ lj.(j;';;I;にすブ，iI，¥]能。 出が!火山(')で(1三点11はl火1'1(I'l，'t'l-!:";1っ

105 JJW，;:'i 6.5 色r

CJ li歩手立を;，;t，がj込T10

OMiu 

一一 一一一一

足釜の足

在中l~llt (CJ叫一一一一1.¥'
1i 2.4 I I!，'i 'J f.j:1 ;';1: う1' 1 :1:11'; 1']1杉でト}j (IJ川形となる υ 全体にナ Y ， ;I，\]'f，~

106 1 J見古1*15.0

(')，)，:]、 M， 月

。}1(，1，l.¥色。 1 -6 イlキII

0良11u 11'1;υ 

O{I:ι 

OUi色η ススがf.j;ピ'" 1-6 イim

。(I:!-''f:I!.を;i;f: ~ 11'1;，. 

。'1')、。

1f 2.0 I [1，'; 1) f，j: ~部分よリ引J:illf したい)で、'，~(1; :.: -j' i 川I~h{j/ui e'5れている

107 I J~.lildO.3 

。凸q
J
 



香炉

午i 徴 色調、 IlfiJ:、焼成

内ヴ』一る~ Ihtt'fIIは端部 CIII':NL 九くとじる。外出に 1 条の {'~JtJ~と i祈 [([i

1'1形のlhfiり付 (t[1111r;:o Iメォ世トiiliともナ γ，if，llf，'(。

高:;} 法治(cm) 時立 色制、J1fi二l、焼成 f;ーHもIi 考

I1 i1¥33.5 日11の鉢で、直線(J'Jな i本音1 ， "("11紋端mí l"~初出に肥即する。 H， :'Hí外 [íu は 。11，¥-'火色。 11紋(;-!j外IftiにJi， 1-6 1手11

i見ィ子高10.2 ナデ誹l事告が胞されるが、将積みの痕がくっきりと残る。内lUIは不定)j [111， 11'[io 
109 

I旬のナー?iJ，11主任。 01:ミT13

0，虫乙

I1 i千29.8 やや内'/)'ぎみの{本自líで 11"止 m~ で))I': I'/"j る片 11の鉢コ外I而 l土維な")-riJ，¥1 o l! hll~ 色。 111対1;外 ifIÎ に!火 1-6 訂制l

現存高 73 設でI絞形H、i のin先による，'1dI1Jが残る。 f人JrrIiは 11縁部がナテ~泌さの繰り 1111 }I'i'つ
110 

返 Lのおに往んでいる。 。良'!'l。

。府WG
←ー」

m 

至善

特 徴

ごく浅いnllでilhれからゆるく江ち!がり、外反したのちJ自白1IでiWくと
じる。 尚子fは!山りIJけ。

色調、 IJf;J:， IfiiJ比

0;主紋(0.の1111コ

oHlftc 

01到。

話:刀法hU叩，) 徴 (".il，¥J、J1f;1、焼，，]( 日立 考

11径14.0 ([1紋自1，)以{'(fk(~伐した基部から外 I.)jへのびる I Ih~ì'Hí{j:刷 ì'1ljl 比 。淡九日払j色で赤r?0色と'Jcbiミ J-4 P It 
11'1 千15.9 ベて総監がりく、内I([iにII:uUIが伐るが外luiは!京将のお[よ 1 きりしな f品色のまだらがある、 No.42 l，j色紗

1:; ，::;16.1 t 、。 00.1 ~O. 5cm の(1予付をJI í't+"/，i~-

112 
(脳出) hiの張らない球Ifjでid大任ははほ'I'hいある。外Ifti全体にI出l lí~' に t く ff むつ体的 2 ケ

UI が伐り、内 i(1iは指先による rnみやNd:Htの陵介政が残~~ 0 所に加熱によるfH色刷と

(JiGf日) JuA-(外，ftjI~ ，';1./パ旬のi刈[11。 赤色に変iJiした部分があ

'-c>l() 

。良好。

無叢高I不

7 投

外以』る111ま白1I1土例く;出部はJLい。 IIH点目と{事郎と 1;1:断luiが 1'JI院を
_~ ，l . 4る2$の[JI，，:Ji:によってv切られ、[1!1，:g:のド1:.7呆の{及;Ik>cからな
る文4Efi? を Ijí~ している o t11l'i，}と丈隊出 1:1.:j巴Plを1!r'I')1、Jけているの

l川}jのメカンをもっ腕l郎は欠失。

特 徴 i 色t制、!治|、 IJH立

法的lは利11<外ヴLfr出:'fI;1止 JL くとじる。 3)jli ，J: :6~7 ，聞の l'J.fL を亦ん 10，'，'1火色。

OJ込町。

O/i出。

付 日立

川J，[、l!tr.'rJくで、IH，れl出11:-(I一本に絞11まされてL、る。

白洲、 JIむi、焼成

A
H
d
 

q
J
 



第 3次調査地区

土師質皿

昏" 法:，[(cm) l¥' 徴 色品，oJ、111;[:、焼成 耐If 考

11I壬11.4 歪な、[，!，丘 (f本;'i];:主外反し、 11付端f出は九くとじる。外1['日の1宇部と 1Jh~ 。全体に!li'1抗体j色、火むら Dー 13 i高払j

116 
.;;;1ミ;2.1 部に維なナT，).o]t，'[、I勾[自lも全f1;にm維な;(，1こ主である。 のお:，1，¥~) !J:い;'f[)分あり。 色i沙'!，L:l:li1o

少ijtのu手続をftむが良n

良好どが火むらありo

11Iモ11.2 比較的深いIlIlo ':iH長H、~':Iこ惨状のものの上に置かれたらしく I主痕が伐Q 0抗体j色。 F ..15 4 i; 

117 
およilj2.7 I，i:白日よりtlTれて?トlX:jる{本音1>lJ:I]I':I';:L 、11*ま:¥1>1;1:ナデ，I，o]f&のおにd干し、。 。良'{'t。 JI'， ;。

{本古1;ド{立の外Iliil;l:ll1lnUが残る。 l人JllIilょtJ1.5:;'fIIを Jj(内にナァーた後、 f1i 。良好。
自1;をナデ，制j望。

IJ1t11.8 2ド伎の比較的{架い血lで、外反ぎみに外 I:}jへのびる体;;1;でrIf~~ i'iljで1巴 Oi定!lii品色。 10-15 4 i) 

118 (.:;，;":; 2.5 }!(:して)!i，]m~ I j: JLくとじる。1iH で全 f4<、 lこ怒!杉した後、 11ね~m;の外llii と OlHlo JI'，;o 

内 l面の全体をナデ ;"õJ:I，としている。 f1i:'出は t~i}jr旬、民;'fI¥は一定)jJhlo 。良好。

土部質小皿

吊;;}υ、t1t{cm) 徴 〔立E州、 IJfil:、j)'ilA: MN 再

11I王8.0 尖がり気l時、の IA1~1) をもっごく浅いIIllで体 j'ilí は外 lX: j る。 f{'i:官の内外 IlI í 0亦パまいiり!日色。 D -14 ィJHM

119 r.:;，::j 1. 2 ともにナデs制'!，iが』匝されているが!草花がひどい。 0;ミn。 色l'合'{'("j:Mo

。良好。

11Iま7.4 JL肢の1¥(:':1;てるf1;;'出lよI}，'すぎみに、7ち|がり tIhtil:f，l郊で九くとじ令。全 。全体に淡抗体j色で品、制色 Fー 14 3 i; 

120 
¥i:;':-:j 1.4 f1;をJH先で快!杉した後、体郊外lliiを悦}jl旬、 l付i(liは1，'1心l'J;]}~ 1: '1'央か I)fがあるつ H'， '0 

ら外へ!r'l] っ(-1デ，:I，\f'ji，~o 1ウ1'li"Hiくナデているので涼んでいる。 0良'['[。

olHfつ

11I王8.5 ;uな}J.c;t'fIiはやや尖りきみで外以 jる体;':I;IJIJ巴1';:L 1 Ih~!品川[よ九くとじ () ，h、っ IJCし \(!&r}..}~ 。 F-14 3 i) 

121 (，:;，:':j 1.6 る。制!な核Ir~'(' キズが t く、外1(li の{本 Ùlíl!lf ，j より!と 1}'ll lI í にナ 7山l倍 01ミ1ft。 JI'} '0 

が/ifuされるが純であるつ 。良好。

111壬8.3
、]'-Ij(で外!えきみの{宇部U-.絞形日、?の11111:泌が伐る。外IftiのH';'iI;H:，より 0，)" lJ-14 淡制
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